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〇
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土
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十
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日
（
日
）

オ
ン
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イ
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催
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中
国
学
会	

第
七
十
二
回
大
会
要
項

日
本
中
国
学
会

〒223-8521　神奈川県横浜市港北区日吉４－１－１
慶應義塾大学来往舎種村和史研究室

日本中国学会第 72 回大会準備会
E-mail　japansinology72@keiochina.jp

10月10日分

〈ログイン〉
10月10日
9：00～18：00

10月10日
9：00～18：00

10月11日
9：00～18：00

10月10日～
10月31日

〈ログイン〉 〈ログイン〉 〈ログイン〉

第72回大会のページ

総　会 10月11日分

クリック

クリック

クリック

クリッククリック

書店・出版社
のページ

〈 〉パスワード
入力 〈 〉パスワード

入力 〈 〉パスワード
入力

＊パスワードは９月下旬に会員に郵送します。
	 部外者には知られないよう御注意ください。
＊	大会に関する最新情報は、日本中国学会ホームページにて随時お知ら
せしますので御確認ください。

オンライン開催大会の参加方法
10月10日（土）・11日（日）

日本中国学会ホームページ（http://nippon-chugoku-gakkai.org/）

トップページ「お知らせ」
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拝
啓

 
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

さ
て
、
日
本
中
国
学
会
第
七
十
二
回
大
会
を
、
来
る
十
月
十
日
（
土
）
及
び
十
一
日
（
日
）
の
両
日
に
わ
た
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
年
度

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
開
催
と
な
り
ま
す
。
日
本
中
国
学
会
と
し
て
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、

皆
様
に
は
多
大
な
ご
面
倒
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
健
康
と
安
全
を
守
り
つ
つ
、
斯
学
の
学
術
的
発
展
を
期
す
た

め
の
選
択
で
す
。
何
卒
御
理
解
の
上
、
御
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

本
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
つ
き
、
大
会
参
加
費
は
申
し
受
け
ま
せ
ん
。
大
会
当
日
、
日
本
中
国
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
開
設
し
ま
す

特
設
ペ
ー
ジ
か
ら
、
所
定
の
方
法
に
よ
っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
必
要
と
な
る
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
九
月
下
旬
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
パ
ス
ワ
ー
ド
は
部
外
者
に
は
知
ら
れ
な
い
よ
う
御
注
意
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
要
項
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
に
つ
い
て
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
に
よ
る
研
究
発
表
に
つ
い
て
）」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

敬
具

二
〇
二
〇
年
八
月
十
八
日

日
本
中
国
学
会
理
事
長 

金

　
　
　文

　京

第
七
十
二
回
大
会
準
備
会
代
表 

髙

　橋

　
　
　智

会 

員 

各 

位
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研
究
発
表
題
目
一
覧

Ⅰ
　
十
月
十
日
（
土
）

Ⅰ
　
哲
学
・
思
想
部
会

Ⅰ－

１
　
王
安
石
の
「
国
是
」
思
想
―
朱
熹
の
「
国
是
」
批
判
を
中
心
に
― 

梶
田
　
祥
嗣
（
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師
）

 
 

司
会
　
井
澤
　
耕
一
（
茨
城
大
学
）

Ⅰ－

２
　
朱
子
『
中
庸
章
句
』
鬼
神
章
の
読
み
方 

溝
本
　
章
治

 
 

司
会
　
垣
内
　
景
子
（
早
稲
田
大
学
）

Ⅰ－

３
　
霊
魂
観
の
相
克
　
―
「
気
」
と
「
個
体
性
」
を
巡
る
中
西
思
想
対
話
― 

竹
中
　
淳
（
筑
波
大
学
大
学
院
）

 
 

司
会
　
永
冨
　
青
地
（
早
稲
田
大
学
）

Ⅱ
　
文
学
・
語
学
部
会

Ⅱ－

１ 

班
氏
父
子
の
賦
作
に
見
る
「
賦
」
の
継
承
関
係
に
つ
い
て 

栗
山
　
雅
央
（
西
南
学
院
大
学
）

 
 

司
会
　
谷
口
　
洋
（
東
京
大
学
）

Ⅱ－

２ 

陸
機
「
漢
高
祖
功
臣
頌
」
の
創
作
時
期
に
つ
い
て 

王
　
昊
聰
（
九
州
大
学
大
学
院
）

 
 

司
会
　
齋
藤
　
希
史
（
東
京
大
学
）
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日本中国学会第七十二回大会
2020年10月 8 日 （木） ～11日 （日）

曰　　時 行　　　事 開　催　方　式
8曰

（木） 19：00 理事会 オンライン会議（zoom）

9曰
（金） 19：00 評議員会 オンライン会議（zoom）

10日
（土）

9：00－
18：00

研究発表 
Ⅰ　哲学・思想部会
Ⅰ- 1   梶田  祥嗣
Ⅰ- 2   溝本  章治
Ⅰ- 3   竹中  淳

Ⅱ　文学・語学部会
Ⅱ- 1   栗山  雅央
Ⅱ- 2   王  昊聰
Ⅱ- 3   耿  沛涵
Ⅱ- 4   金  鑫
Ⅱ- 5   盧  旭
Ⅱ- 6   陸  穎瑤
Ⅱ- 7   呉  雨彤
Ⅱ- 8   福長  悠

Ⅲ　日本漢文部会
Ⅲ- 1   王孫  涵之
Ⅲ- 2   武  頴 

オンデマンド方式
日本中国学会ホームページ

（http://nippon-chugoku-gakkai.org/）
トップページ「お知らせ」→

「第72回大会のページ」→
「10月10日分」（要パスワード入力）

総会

オンデマンド方式
日本中国学会ホームページ

（http://nippon-chugoku-gakkai.org/）
トップページ「お知らせ」→

「第72回大会のページ」→
「総会」（要パスワード入力）

11日
（日）

9：00－
18：00

研究発表 
Ⅰ　哲学・思想部会
Ⅰ- 4   早川  泉
Ⅰ- 5   臧  魯寧
Ⅰ- 6   吉田  勉

Ⅱ　文学・語学部会
Ⅱ- 9   大井  さき
Ⅱ-10  武  茜
Ⅱ-11  金  文京
Ⅱ-12  石川  就彦
Ⅱ-13  小山  澄夫
Ⅱ-14  大久保  洋子
Ⅱ-15  羽田  朝子
Ⅱ-16  福家  道信

Ⅲ　日本漢文部会
Ⅲ- 3   陳  竺慧
Ⅲ- 4   横山  俊一郎

オンデマンド方式
日本中国学会ホームページ

（http://nippon-chugoku-gakkai.org/）
トップページ「お知らせ」→

「第72回大会のページ」→
「10月11日分」（要パスワード入力）

＊ 10月８日 （木） の理事会および10月９日 （金） の評議員会については、10月
はじめに学会事務局より参加方法などを当該会員にメールにて連絡いたします。

＊ 10月10日 （土）～10月31日 （土）「第72回大会のページ」上に書店・出版社の
ページを開設します。
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研
究
発
表
題
目
一
覧

Ⅰ
　
十
月
十
日
（
土
）

Ⅰ
　
哲
学
・
思
想
部
会

Ⅰ－

１
　
王
安
石
の
「
国
是
」
思
想
―
朱
熹
の
「
国
是
」
批
判
を
中
心
に
― 

梶
田
　
祥
嗣
（
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師
）

 
 

司
会
　
井
澤
　
耕
一
（
茨
城
大
学
）

Ⅰ－

２
　
朱
子
『
中
庸
章
句
』
鬼
神
章
の
読
み
方 

溝
本
　
章
治

 
 

司
会
　
垣
内
　
景
子
（
早
稲
田
大
学
）

Ⅰ－

３
　
霊
魂
観
の
相
克
　
―
「
気
」
と
「
個
体
性
」
を
巡
る
中
西
思
想
対
話
― 

竹
中
　
淳
（
筑
波
大
学
大
学
院
）

 
 

司
会
　
永
冨
　
青
地
（
早
稲
田
大
学
）

Ⅱ
　
文
学
・
語
学
部
会

Ⅱ－

１ 

班
氏
父
子
の
賦
作
に
見
る
「
賦
」
の
継
承
関
係
に
つ
い
て 

栗
山
　
雅
央
（
西
南
学
院
大
学
）

 
 

司
会
　
谷
口
　
洋
（
東
京
大
学
）

Ⅱ－

２ 

陸
機
「
漢
高
祖
功
臣
頌
」
の
創
作
時
期
に
つ
い
て 

王
　
昊
聰
（
九
州
大
学
大
学
院
）

 
 

司
会
　
齋
藤
　
希
史
（
東
京
大
学
）
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Ⅲ
　
日
本
漢
文
部
会

Ⅲ－

１
　
清
原
家
の
経
学
に
お
け
る
義
疏
学
の
受
容
―
清
家
証
本
の
記
号
に
つ
い
て
― 
王
孫
　
涵
之
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

 
 

司
会
　
水
上
　
雅
晴
（
中
央
大
学
）

Ⅲ－

２
　
景
徐
周
麟
の
「
漢
高
祖
賞
牡
丹
」
詩
に
つ
い
て
―
牡
丹
愛
好
と
政
治
批
判 

武
　
頴
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
）

 
 

司
会
　
堀
川
　
貴
司
（
慶
應
義
塾
大
学
）

Ⅰ
　
十
月
十
一
日
（
日
）

Ⅰ
　
哲
学
・
思
想
部
会

Ⅰ－

４
　
漢
代
象
数
易
の
「
占
」
の
条
件 

早
川
　
泉
（
東
京
大
学
大
学
院
）

 
 

司
会
　
辛
　
賢
（
大
阪
大
学
）

Ⅰ－

５
　
葛
洪
の
「
行
三
品
説
」
と
実
用
主
義 

臧
　
魯
寧
（
京
都
大
学
大
学
院
）

 
 

司
会
　
渡
邉
　
義
浩
（
早
稲
田
大
学
）

Ⅰ－

６
　
皮
錫
瑞
の
微
言
大
義
説
に
つ
い
て 

吉
田
　
勉
（
北
海
道
教
育
大
学
）

 
 

司
会
　
橋
本
　
昭
典
（
奈
良
教
育
大
学
）
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Ⅱ－

３ 

唐
代
に
お
け
る
神
仙
イ
メ
ー
ジ
の
変
異
の
背
景
―
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
成
立
と
い
う
観
点
か
ら
―

 

耿
　
沛
涵
（
東
京
大
学
大
学
院
）

 
 

司
会
　
土
屋
　
昌
明
（
専
修
大
学
）

Ⅱ－

４
　
陳
子
昂
詩
の
「
復
多
變
少
」
お
よ
び
「
庾
信
體
」
と
の
關
係 

金
　
鑫
（
京
都
大
学
大
学
院
）

 
 

司
会
　
松
原
　
朗
（
専
修
大
学
）

Ⅱ－

５
　
詩
集
十
五
巻
か
ら
『
白
氏
長
慶
集
』
の
詩
巻
へ 

盧
　
旭
（
京
都
大
学
大
学
院
）

 
 

司
会
　
静
永
　
健
（
九
州
大
学
）

Ⅱ－

６
　『
和
漢
朗
詠
集
』・『
新
撰
朗
詠
集
』
所
収
「
暁
賦
」
佚
句
考
―
東
ア
ジ
ア
に
流
伝
し
た
晩
唐
律
賦
―

 

陸
　
穎
瑤
（
京
都
大
学
大
学
院
）

 
 

司
会
　
佐
藤
　
道
生
（
慶
應
義
塾
大
学
）

Ⅱ－

７
　「
新
劇
」
か
ら
「
歌
劇
」
へ
―
『
申
報
』
所
載
の
演
劇
広
告
か
ら
見
た
民
国
初
期
上
海
に
お
け
る
紅
楼
夢
劇
の
上
演
―

 

呉
　
雨
彤
（
京
都
大
学
大
学
院
）

 
 

司
会
　
藤
野
　
真
子
（
関
西
学
院
大
学
）

Ⅱ－

８
　
張
天
翼
「
蜜
蜂
」
に
お
け
る
民
衆
運
動
と
科
学
的
言
説
の
問
題 

福
長
　
悠
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

 
 

司
会
　
西
村
　
正
男
（
関
西
学
院
大
学
）
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Ⅲ
　
日
本
漢
文
部
会

Ⅲ－
１
　
清
原
家
の
経
学
に
お
け
る
義
疏
学
の
受
容
―
清
家
証
本
の
記
号
に
つ
い
て
― 

王
孫
　
涵
之
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

 
 

司
会
　
水
上
　
雅
晴
（
中
央
大
学
）

Ⅲ－

２
　
景
徐
周
麟
の
「
漢
高
祖
賞
牡
丹
」
詩
に
つ
い
て
―
牡
丹
愛
好
と
政
治
批
判 

武
　
頴
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
）

 
 

司
会
　
堀
川
　
貴
司
（
慶
應
義
塾
大
学
）

Ⅰ
　
十
月
十
一
日
（
日
）

Ⅰ
　
哲
学
・
思
想
部
会

Ⅰ－

４
　
漢
代
象
数
易
の
「
占
」
の
条
件 

早
川
　
泉
（
東
京
大
学
大
学
院
）

 
 

司
会
　
辛
　
賢
（
大
阪
大
学
）

Ⅰ－

５
　
葛
洪
の
「
行
三
品
説
」
と
実
用
主
義 

臧
　
魯
寧
（
京
都
大
学
大
学
院
）

 
 

司
会
　
渡
邉
　
義
浩
（
早
稲
田
大
学
）

Ⅰ－

６
　
皮
錫
瑞
の
微
言
大
義
説
に
つ
い
て 

吉
田
　
勉
（
北
海
道
教
育
大
学
）

 
 

司
会
　
橋
本
　
昭
典
（
奈
良
教
育
大
学
）
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Ⅱ－

15
　
梅
娘
「
小
婦
人
」
に
お
け
る
近
代
女
性
像
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ 
羽
田
　
朝
子
（
秋
田
大
学
）

 
 

司
会
　
大
久
保
　
明
男
（
東
京
都
立
大
学
）

Ⅱ－

16
　
沈
従
文
の
書
簡
を
読
む 

福
家
　
道
信
（
元
　
近
畿
大
学
）

 
 

司
会
　
濱
田
　
麻
矢
（
神
戸
大
学
）

Ⅲ
　
日
本
漢
文
部
会

Ⅲ－

３
　「
儒
者
」
は
な
ぜ
「
詞
」
を
作
る
の
か
―
昌
平
黌
の
填
詞
趣
味
に
つ
い
て 

陳
　
竺
慧
（
大
阪
大
学
）

 
 

司
会
　
萩
原
　
正
樹
（
立
命
館
大
学
）

Ⅲ－

４
　
泊
園
書
院
関
係
碑
文
に
み
る
藤
澤
南
岳
の
実
業
観 

横
山
　
俊
一
郎
（
関
西
大
学
非
常
勤
講
師
）

 
 

司
会
　
町
　
泉
寿
郎
（
二
松
学
舎
大
学
）
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Ⅱ
　
文
学
・
語
学
部
会

Ⅱ－
９
　
慶
暦
後
期
に
お
け
る
梅
堯
臣
の
詩
と
詩
作
の
場 

大
井
　
さ
き
（
広
島
大
学
大
学
院
）

 
 

司
会
　
坂
井
　
多
穂
子
（
東
洋
大
学
）

Ⅱ－

10
　
恋
歌
を
歌
う
神
女
の
誕
生
―
志
怪
に
お
け
る
「
情
」
の
成
立
に
つ
い
て 

武
　
茜
（
東
京
大
学
大
学
院
）

 
 

司
会
　
溝
部
　
良
恵
（
慶
應
義
塾
大
学
）

Ⅱ－

11
　
慶
應
義
塾
大
學
所
藏
、
明
夷
白
堂
刊
『
三
國
演
義
便
覽
』
に
つ
い
て 

金
　
文
京
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

 
 

司
会
　
中
川
　
諭
（
立
正
大
学
）

Ⅱ－

12
　
評
語
か
ら
見
る
金
聖
嘆
本
『
水
滸
伝
』
の
会
話
場
面 

石
川
　
就
彦
（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
）

 
 

司
会
　
材
木
谷
　
敦
（
中
央
大
学
）

Ⅱ－

13
　『
石
頭
記
』
の
語
り
　
│
│
石
頭
の
「
目
線
」
の
文
体 

小
山
　
澄
夫
（
愛
知
大
学
名
誉
教
授
）

 
 

司
会
　
船
越
　
達
志
（
名
古
屋
外
国
語
大
学
）

Ⅱ－

14
　
一
九
二
〇
年
代
中
期
郁
達
夫
に
お
け
る
文
学
論
の
構
想
と
執
筆
―
横
山
有
策
『
文
学
概
論
』
な
ど
を
手
が
か
り
に
―

 

大
久
保
　
洋
子
（
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師
）

 
 

司
会
　
大
東
　
和
重
（
関
西
学
院
大
学
）
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Ⅱ－

15
　
梅
娘
「
小
婦
人
」
に
お
け
る
近
代
女
性
像
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ 

羽
田
　
朝
子
（
秋
田
大
学
）

 
 

司
会
　
大
久
保
　
明
男
（
東
京
都
立
大
学
）

Ⅱ－
16
　
沈
従
文
の
書
簡
を
読
む 

福
家
　
道
信
（
元
　
近
畿
大
学
）

 
 

司
会
　
濱
田
　
麻
矢
（
神
戸
大
学
）

Ⅲ
　
日
本
漢
文
部
会

Ⅲ－

３
　「
儒
者
」
は
な
ぜ
「
詞
」
を
作
る
の
か
―
昌
平
黌
の
填
詞
趣
味
に
つ
い
て 

陳
　
竺
慧
（
大
阪
大
学
）

 
 

司
会
　
萩
原
　
正
樹
（
立
命
館
大
学
）

Ⅲ－

４
　
泊
園
書
院
関
係
碑
文
に
み
る
藤
澤
南
岳
の
実
業
観 

横
山
　
俊
一
郎
（
関
西
大
学
非
常
勤
講
師
）

 
 

司
会
　
町
　
泉
寿
郎
（
二
松
学
舎
大
学
）
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Ⅰ－

２
　
朱
子
『
中
庸
章
句
』
鬼
神
章
の
読
み
方 

溝
本
　
章
治

朱
子
の
鬼
神
論
は
、『
中
庸
章
句
』
鬼
神
章
の
合
理
的
解
釈
が
注
目
さ
れ
、
こ
れ
に
一
節
を
当
て
た
論
著
も
多
い
。
こ
れ
と
祭
祀
的
な
鬼
神
と
の
整
合
性

や
、
理
気
論
上
の
扱
い
が
よ
く
問
題
に
さ
れ
る
。

そ
も
そ
も
朱
子
は
鬼
神
章
の
鬼
神
を
何
と
見
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
鬼
神
章
『
或
問
』
に
は
侯
氏
の
言
へ
の
議
論
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、「
鬼
神

之
徳
」
と
は
「
何
か
鬼
神
な
る
も
の
の
有
す
る
徳
」
の
意
味
で
は
な
く
、
端
的
に
「
鬼
神
と
い
う
徳
」
の
意
味
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
朱
子
は
鬼
神
を

「
徳
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
な
い
の
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
鬼
神
が
「
徳
」
で
あ
れ
ば
、
仁
や
義
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、「
理
」
で
あ
っ
て
も
何
ら
怪
し
む
に
足
る
ま
い
。

一
方
、「
気
」
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。「
気
は
必
ず
し
も
物
質
を
意
味
し
な
い
」
と
の
指
摘
は
あ
る
が
、
で
は
朱
子
は
「
気
」
を
何
と
見
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。『
中
庸
章
句
』
鬼
神
章
で
朱
子
は
鬼
を
「
陰
之
霊
」、
神
を
「
陽
之
霊
」
と
し
て
い
る
。
先
の
例
に
倣
え
ば
こ
れ
は
「
陰
と
い
う
霊
妙
な
は

た
ら
き
」「
陽
と
い
う
霊
妙
な
は
た
ら
き
」
の
意
味
、
す
な
わ
ち
「
徳
」
に
類
す
る
も
の
と
見
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
気
」
と
さ
れ
る
陰
陽
が
「
徳
」

で
あ
れ
ば
、「
鬼
神
」
も
ま
た
「
気
」
と
さ
れ
て
い
て
矛
盾
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
注
は
「
鬼
神
」
を
「
生
成
」
と
機
械
的
に
読
み
替
え
る
こ
と
を
暗
に
指

示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

近
世
の
思
想
を
、
そ
れ
が
「
理
の
哲
学
」
で
あ
る
か
「
気
の
哲
学
」
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
「
心
の
哲
学
」
で
あ
る
か
、
と
い
っ
た
観
点
か
ら
議
論
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
観
点
自
体
は
否
定
し
な
い
が
、
こ
の
と
き
や
や
も
す
る
と
脇
に
置
か
れ
が
ち
な
の
が
「
徳
」
で
あ
る
。

今
回
の
発
表
で
は
、『
中
庸
章
句
』
鬼
神
章
を
読
み
直
し
、
合
わ
せ
て
朱
子
に
お
け
る
「
徳
」
の
問
題
の
外
延
と
、
そ
の
理
気
構
造
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
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発
表
要
旨

十
月
十
日
（
土
）

Ⅰ
　
哲
学
・
思
想
部
会

Ⅰ－

１
　
王
安
石
の
「
国
是
」
思
想
―
朱
熹
の
「
国
是
」
批
判
を
中
心
に
― 

梶
田
　
祥
嗣
（
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師
）

本
発
表
で
は
、
朱
熹
の
「
国
是
」
論
に
お
け
る
王
安
石
批
判
の
分
析
を
通
じ
て
、
王
安
石
が
構
想
し
た
「
国
是
」
の
解
明
を
試
み
る
。
こ
の
よ
う
な
迂
遠

な
方
法
を
取
る
の
は
、
端
的
に
言
っ
て
王
安
石
は
正
面
か
ら
「
国
是
」
を
唱
え
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
こ
と
と
し
て
、
朱
熹
に
よ
っ

て
初
め
て
「
国
是
」
の
根
底
に
あ
る
思
想
が
抉
り
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
国
是
」
は
元
来
、
劉
向
『
新
序
』
雑
事
二
を
典
拠
と
す
る
、
君
臣
一
体
の
方
針
を
指
す
語
で
あ
る
。
だ
が
、
北
宋
の
神
宗
期
に
こ
の
語
が
注
目
さ
れ
て
以

降
、
君
臣
協
働
の
理
念
は
後
退
し
、
反
体
制
派
が
王
安
石
一
派
に
よ
る
寡
占
的
な
政
権
運
営
お
よ
び
言
論
弾
圧
を
批
判
す
る
文
脈
で
用
い
ら
れ
た
。
も
っ
と

も
、
神
宗
自
ら
が
王
安
石
を
右
腕
と
し
て
選
び
、
新
法
改
革
を
「
国
是
」
に
掲
げ
た
こ
と
で
、
反
体
制
派
は
公
然
と
「
流
俗
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、「
国

是
」
を
批
判
す
る
ほ
ど
弾
圧
さ
れ
る
と
い
う
構
造
が
醸
成
さ
れ
て
し
ま
う
。「
大
有
為
」
の
君
主
で
あ
る
神
宗
と
王
安
石
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
君
臣
体
制

は
、
皮
肉
に
も
道
学
系
士
大
夫
も
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ほ
ど
、
そ
の
後
の
君
臣
の
在
り
方
を
強
く
規
定
し
た
の
で
あ
り
（
余
英
時
「〝
国

是
〞
考
」）、
政
権
批
判
は
「
国
是
」
以
後
、
よ
り
困
難
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
王
安
石
一
派
の
寡
頭
政
を
単
に
批
判
す
る
だ
け
で
は
有
効
打
と
は
な
ら
な
い
（
あ
る
い
は
皇
権
の
批
判
に
つ
な
が
る
）
と
考
え
た
陳
師
錫
（
字

伯
修
）
と
陳
瓘
（
字
瑩
中
）
は
、
そ
の
中
核
に
あ
る
王
安
石
の
思
想
を
批
判
す
べ
き
と
主
張
し
た
が
、
効
果
は
限
定
的
で
あ
っ
た
。
朱
熹
は
二
陳
の
論
を
批

判
的
に
継
承
し
、
両
者
に
よ
る
「
国
是
」
批
判
に
一
定
の
評
価
を
し
つ
つ
も
、
王
安
石
の
思
想
の
核
心
を
突
く
も
の
で
は
な
い
と
厳
し
く
糾
弾
す
る
。

で
は
、
朱
熹
は
王
安
石
の
「
国
是
」
の
根
底
に
ど
の
よ
う
な
思
想
が
あ
る
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
王
安
石
の
「
国
是
」

思
想
と
は
何
か
、
朱
熹
の
「
国
是
」
批
判
を
導
き
の
糸
と
し
て
、
王
安
石
の
「
国
是
」
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
た
い
。
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Ⅰ－

２
　
朱
子
『
中
庸
章
句
』
鬼
神
章
の
読
み
方 

溝
本
　
章
治

朱
子
の
鬼
神
論
は
、『
中
庸
章
句
』
鬼
神
章
の
合
理
的
解
釈
が
注
目
さ
れ
、
こ
れ
に
一
節
を
当
て
た
論
著
も
多
い
。
こ
れ
と
祭
祀
的
な
鬼
神
と
の
整
合
性

や
、
理
気
論
上
の
扱
い
が
よ
く
問
題
に
さ
れ
る
。

そ
も
そ
も
朱
子
は
鬼
神
章
の
鬼
神
を
何
と
見
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
鬼
神
章
『
或
問
』
に
は
侯
氏
の
言
へ
の
議
論
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、「
鬼
神

之
徳
」
と
は
「
何
か
鬼
神
な
る
も
の
の
有
す
る
徳
」
の
意
味
で
は
な
く
、
端
的
に
「
鬼
神
と
い
う
徳
」
の
意
味
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
朱
子
は
鬼
神
を

「
徳
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
な
い
の
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
鬼
神
が
「
徳
」
で
あ
れ
ば
、
仁
や
義
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、「
理
」
で
あ
っ
て
も
何
ら
怪
し
む
に
足
る
ま
い
。

一
方
、「
気
」
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。「
気
は
必
ず
し
も
物
質
を
意
味
し
な
い
」
と
の
指
摘
は
あ
る
が
、
で
は
朱
子
は
「
気
」
を
何
と
見
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。『
中
庸
章
句
』
鬼
神
章
で
朱
子
は
鬼
を
「
陰
之
霊
」、
神
を
「
陽
之
霊
」
と
し
て
い
る
。
先
の
例
に
倣
え
ば
こ
れ
は
「
陰
と
い
う
霊
妙
な
は

た
ら
き
」「
陽
と
い
う
霊
妙
な
は
た
ら
き
」
の
意
味
、
す
な
わ
ち
「
徳
」
に
類
す
る
も
の
と
見
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
気
」
と
さ
れ
る
陰
陽
が
「
徳
」

で
あ
れ
ば
、「
鬼
神
」
も
ま
た
「
気
」
と
さ
れ
て
い
て
矛
盾
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
注
は
「
鬼
神
」
を
「
生
成
」
と
機
械
的
に
読
み
替
え
る
こ
と
を
暗
に
指

示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

近
世
の
思
想
を
、
そ
れ
が
「
理
の
哲
学
」
で
あ
る
か
「
気
の
哲
学
」
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
「
心
の
哲
学
」
で
あ
る
か
、
と
い
っ
た
観
点
か
ら
議
論
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
観
点
自
体
は
否
定
し
な
い
が
、
こ
の
と
き
や
や
も
す
る
と
脇
に
置
か
れ
が
ち
な
の
が
「
徳
」
で
あ
る
。

今
回
の
発
表
で
は
、『
中
庸
章
句
』
鬼
神
章
を
読
み
直
し
、
合
わ
せ
て
朱
子
に
お
け
る
「
徳
」
の
問
題
の
外
延
と
、
そ
の
理
気
構
造
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
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Ⅱ
　
文
学
・
語
学
部
会

Ⅱ－

１
　
班
氏
父
子
の
賦
作
に
見
る
「
賦
」
の
継
承
関
係
に
つ
い
て 

栗
山
　
雅
央
（
西
南
学
院
大
学
）

班
彪
（
字
叔
皮
、
三
〜
五
四
）・
班
固
（
字
孟
堅
、
三
二
〜
九
二
）・
班
昭
（
字
恵
班
、
曹
大
家
、
四
九
〜
一
二
〇
）
父
子
は
、
そ
の
賦
作
品
が
『
文
選
』

に
採
録
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
漢
代
を
代
表
す
る
文
人
一
族
で
あ
る
。
こ
の
『
文
選
』
所
収
の
班
氏
父
子
の
賦
作
の
中
で
も
、
班
彪
「
北

征
賦
」（
巻
九
）・
班
固
「
幽
通
賦
」（
巻
十
四
）・
曹
大
家
「
東
征
賦
」（
巻
九
）
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
正
文
・
原
田
直
枝
・
釡
谷
武
志
氏
ら
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ら
諸
賦
作
品
に
対
す
る
本
文
の
字
句
の
運
用
や
作
品
の
構
成
に
基
づ
い
た
分
析
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
各
作
品
間
の
関
係
性
に

対
す
る
考
察
が
中
心
で
あ
り
、
班
氏
父
子
の
賦
作
全
体
へ
と
拡
大
し
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
に
殆
ど
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

本
発
表
は
、
上
掲
の
班
氏
父
子
の
賦
作
品
を
主
な
対
象
と
し
て
、
彼
ら
に
共
通
す
る
特
徴
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
実
作
面
で
の
影
響
関
係
を
明
確
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
釡
谷
氏
も
指
摘
す
る
「
幽
通
賦
」
と
「
東
征
賦
」
に
つ
い
て
、「
幽
通
賦
」
に
施
さ
れ
た
曹
大
家
注
を
媒
介
と
し
て
そ

の
関
係
性
を
全
面
的
に
確
認
す
る
。
ま
た
、
諸
作
品
に
共
通
し
て
作
品
の
結
末
部
分
に
配
置
さ
れ
る
「
乱
辞
」
の
比
較
を
通
じ
て
、
各
作
品
の
継
承
関
係
を

確
認
す
る
。
以
上
の
作
業
か
ら
、
班
氏
父
子
の
賦
作
を
包
括
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

以
上
の
考
察
結
果
と
併
せ
て
、
上
掲
の
先
行
研
究
で
も
頻
繁
に
言
及
さ
れ
る
劉
歆
（
字
子
駿
、
約
前
五
○
〜
二
三
）「
遂
初
賦
」（『
古
文
苑
』
巻
五
）
と
の

関
連
に
つ
い
て
も
、
た
だ
作
品
間
の
関
係
性
を
確
認
す
る
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
の
文
学
創
作
に
対
す
る
意
識
の
影
響
関
係
を
も
含
め
て
、
劉
向
が
班
氏
父
子

の
賦
作
に
果
た
し
た
役
割
を
確
認
し
た
い
。

漢
代
の
賦
作
の
全
体
像
を
探
ろ
う
と
す
る
場
合
、
従
来
は
揚
雄
の
「
詩
人
之
賦
・
辞
人
之
賦
」
や
班
固
の
「
賦
者
、
古
詩
之
流
」
な
ど
の
概
念
的
評
語
に

基
づ
く
傾
向
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
本
発
表
を
通
じ
て
、
前
漢
か
ら
後
漢
に
か
け
て
賦
が
ど
の
よ
う
に
形
作
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
実
作
面
か
ら
論
証
す
る
こ

と
で
、
賦
文
学
史
研
究
の
更
な
る
充
実
が
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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Ⅰ－

３
　
霊
魂
観
の
相
克
　
―
「
気
」
と
「
個
体
性
」
を
巡
る
中
西
思
想
対
話
― 

竹
中
　
淳
（
筑
波
大
学
大
学
院
）

西
欧
の
ラ
テ
ン
語
文
化
圏
と
東
ア
ジ
ア
の
漢
文
文
化
圏
が
初
め
て
直
截
に
接
触
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
布
教
活
動
は
、
そ
れ
が
最
初
の
本
格
的
な
知

的
接
触
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
十
分
に
省
察
す
る
価
値
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ク
プ
レ
『
中
国
の
哲
学
者
孔
子
』
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ノ
エ
ル

『
中
華
帝
国
の
六
古
典
』
と
は
、
儒
教
古
典
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
し
た
初
の
本
格
的
な
訳
書
で
あ
る
と
い
う
点
で
重
要
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
井
川
義

次
、
柴
田
篤
、
メ
イ
ナ
ー
ル
と
い
っ
た
先
行
研
究
の
あ
と
を
う
け
、
特
に
気
と
霊
魂
、
お
よ
び
祭
祀
の
在
り
方
に
注
目
し
て
、
翻
訳
書
と
本
来
の
内
容
と
の

異
同
を
分
析
す
る
。

中
西
の
存
在
認
識
の
根
本
的
な
差
異
の
一
つ
に
、
霊
魂
を
含
む
存
在
を
「
気
」
と
み
る
か
「
個
体
」
と
み
る
か
と
い
う
差
異
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
存
分
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
課
題
で
あ
る
が
、
儒
教
古
典
が
西
洋
に
紹
介
さ
れ
る
際
は
、
翻
訳
の
在
り
方
に
よ
っ
て
、
意
図
的
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず

独
自
の
思
想
内
容
へ
と
変
質
し
て
伝
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
意
図
的
と
い
う
の
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
布
教
戦
略
と
し
て
、
儒
教
や
そ
の
儀
礼
を
カ
ト
リ
ッ
ク

と
矛
盾
し
な
い
も
の
と
し
て
描
出
し
よ
う
と
す
る
志
向
が
働
い
て
い
た
こ
と
を
指
す
。

特
に
霊
魂
の
人
格
性
と
個
体
性
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
を
含
む
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
認
識
の
基
本
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
が
死
後
に
お

け
る
霊
魂
の
個
体
性
の
維
持
を
主
張
し
、
神
と
の
存
在
論
的
な
合
一
を
否
定
し
て
以
降
、
生
前
、
死
後
か
を
問
わ
ず
霊
魂
の
不
可
分
な
個
体
性
は
西
方
キ
リ

ス
ト
教
の
基
本
的
な
教
条
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
基
本
的
世
界
観
か
ら
理
気
二
元
論
に
基
づ
く
宋
明
の
儒
教
を
解
釈
し
た
と
き
、
世
界
の
合
理
的
、
非
超

越
論
的
認
識
、
さ
ら
に
は
機
械
論
的
認
識
へ
と
向
か
う
近
代
的
世
界
観
と
の
親
和
性
は
大
い
に
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

彼
ら
は
ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
親
和
性
を
高
め
る
た
め
張
居
正
の
経
典
解
釈
を
採
用
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
彼
ら
の
儒
教
理
解
は
儒
教
史
の
観
点
か
ら
見

て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
含
む
後
世
に
影
響
力
あ
る
独
自
の
価
値
を
有
す
る
も
の
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
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Ⅱ
　
文
学
・
語
学
部
会

Ⅱ－
１
　
班
氏
父
子
の
賦
作
に
見
る
「
賦
」
の
継
承
関
係
に
つ
い
て 

栗
山
　
雅
央
（
西
南
学
院
大
学
）

班
彪
（
字
叔
皮
、
三
〜
五
四
）・
班
固
（
字
孟
堅
、
三
二
〜
九
二
）・
班
昭
（
字
恵
班
、
曹
大
家
、
四
九
〜
一
二
〇
）
父
子
は
、
そ
の
賦
作
品
が
『
文
選
』

に
採
録
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
漢
代
を
代
表
す
る
文
人
一
族
で
あ
る
。
こ
の
『
文
選
』
所
収
の
班
氏
父
子
の
賦
作
の
中
で
も
、
班
彪
「
北

征
賦
」（
巻
九
）・
班
固
「
幽
通
賦
」（
巻
十
四
）・
曹
大
家
「
東
征
賦
」（
巻
九
）
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
正
文
・
原
田
直
枝
・
釡
谷
武
志
氏
ら
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ら
諸
賦
作
品
に
対
す
る
本
文
の
字
句
の
運
用
や
作
品
の
構
成
に
基
づ
い
た
分
析
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
各
作
品
間
の
関
係
性
に

対
す
る
考
察
が
中
心
で
あ
り
、
班
氏
父
子
の
賦
作
全
体
へ
と
拡
大
し
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
に
殆
ど
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

本
発
表
は
、
上
掲
の
班
氏
父
子
の
賦
作
品
を
主
な
対
象
と
し
て
、
彼
ら
に
共
通
す
る
特
徴
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
実
作
面
で
の
影
響
関
係
を
明
確
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
釡
谷
氏
も
指
摘
す
る
「
幽
通
賦
」
と
「
東
征
賦
」
に
つ
い
て
、「
幽
通
賦
」
に
施
さ
れ
た
曹
大
家
注
を
媒
介
と
し
て
そ

の
関
係
性
を
全
面
的
に
確
認
す
る
。
ま
た
、
諸
作
品
に
共
通
し
て
作
品
の
結
末
部
分
に
配
置
さ
れ
る
「
乱
辞
」
の
比
較
を
通
じ
て
、
各
作
品
の
継
承
関
係
を

確
認
す
る
。
以
上
の
作
業
か
ら
、
班
氏
父
子
の
賦
作
を
包
括
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

以
上
の
考
察
結
果
と
併
せ
て
、
上
掲
の
先
行
研
究
で
も
頻
繁
に
言
及
さ
れ
る
劉
歆
（
字
子
駿
、
約
前
五
○
〜
二
三
）「
遂
初
賦
」（『
古
文
苑
』
巻
五
）
と
の

関
連
に
つ
い
て
も
、
た
だ
作
品
間
の
関
係
性
を
確
認
す
る
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
の
文
学
創
作
に
対
す
る
意
識
の
影
響
関
係
を
も
含
め
て
、
劉
向
が
班
氏
父
子

の
賦
作
に
果
た
し
た
役
割
を
確
認
し
た
い
。

漢
代
の
賦
作
の
全
体
像
を
探
ろ
う
と
す
る
場
合
、
従
来
は
揚
雄
の
「
詩
人
之
賦
・
辞
人
之
賦
」
や
班
固
の
「
賦
者
、
古
詩
之
流
」
な
ど
の
概
念
的
評
語
に

基
づ
く
傾
向
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
本
発
表
を
通
じ
て
、
前
漢
か
ら
後
漢
に
か
け
て
賦
が
ど
の
よ
う
に
形
作
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
実
作
面
か
ら
論
証
す
る
こ

と
で
、
賦
文
学
史
研
究
の
更
な
る
充
実
が
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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Ⅱ－

３
　
唐
代
に
お
け
る
神
仙
イ
メ
ー
ジ
の
変
異
の
背
景
―
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
成
立
と
い
う
観
点
か
ら
―

 

耿
　
沛
涵
（
東
京
大
学
大
学
院
）

中
唐
に
お
け
る
神
仙
イ
メ
ー
ジ
の
変
異
を
め
ぐ
る
研
究
は
す
で
に
一
定
の
蓄
積
が
あ
り
、「
神
仙
凡
人
化
」
や
「
仙
境
現
実
化
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
よ
う
な
変
異
の
原
因
に
つ
い
て
は
ま
だ
充
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

初
唐
に
お
い
て
神
仙
に
関
す
る
語
彙
や
典
故
が
最
も
多
く
使
わ
れ
た
の
は
応
制
詩
で
あ
る
。
た
だ
し
、
応
制
詩
に
神
仙
が
登
場
す
る
こ
と
は
太
宗
朝
に
初

め
て
出
現
し
た
の
で
は
な
い
。
南
北
朝
か
ら
す
で
に
、「
応
制
」
と
い
う
場
で
は
、「
神
鑣
」
な
ど
の
語
彙
が
た
ん
な
る
マ
ー
カ
ー
と
し
て
皇
帝
、
あ
る
い
は

皇
室
を
標
記
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
、
と
い
う
ル
ー
ル
が
定
着
し
て
い
た
。

太
宗
朝
ま
で
は
、
応
制
詩
の
場
は
多
く
宮
廷
に
あ
り
、
比
較
的
単
一
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
時
代
が
下
る
と
制
作
の
場
は
次
第
に
増
え
て
、
久
視
元
年
に

は
武
皇
が
嵩
山
を
訪
れ
て
応
制
詩
が
作
ら
れ
る
。
応
制
の
場
所
が
宮
廷
か
ら
道
教
洞
天
に
変
化
し
、
ま
た
唐
皇
室
が
老
子
の
後
裔
と
い
う
特
殊
な
身
分
を
主

張
し
た
た
め
、
実
質
的
な
意
味
を
持
た
な
い
マ
ー
カ
ー
と
し
て
使
わ
れ
た
神
仙
に
関
す
る
語
彙
が
元
来
の
「
神
仙
」
の
意
味
を
備
え
る
よ
う
に
な
り
、
皇
室

を
描
写
す
る
た
め
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
機
能
し
始
め
た
。
同
時
に
、
神
仙
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
を
使
っ
て
皇
室
を
描
写
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
も
固
定
さ
れ

て
ゆ
く
。

中
宗
朝
の
応
制
詩
は
公
主
の
園
林
を
め
ぐ
る
も
の
が
多
く
、
自
然
風
景
と
金
殿
玉
樓
を
強
引
に
結
び
つ
け
る
傾
向
に
あ
る
。「
桃
花
春
接
九
重
殿
」
と
い
う

矛
盾
し
た
仙
境
の
描
写
も
、
応
制
の
場
で
皇
室
を
描
写
す
る
に
は
「
神
仙
」
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
う
ル
ー
ル
が
背
景
に
あ
る
。

従
っ
て
、
先
人
が
指
摘
し
た
中
唐
に
お
け
る
神
仙
イ
メ
ー
ジ
の
変
異
も
、
詩
作
の
場
に
お
け
る
「
神
仙
」
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
が
機
能
す
る
対
象
や
使
わ

れ
る
体
裁
な
ど
の
拡
大
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
で
に
中
宗
の
時
代
に
応
制
の
場
で
成
立
し
た
神
仙
の
メ
タ
フ
ァ
ー
が
、
後
の
時
代
に
応
制
と
い

う
場
を
超
え
て
広
い
範
囲
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
顕
著
な
変
化
と
し
て
表
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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Ⅱ－

２
　
陸
機
「
漢
高
祖
功
臣
頌
」
の
創
作
時
期
に
つ
い
て 

王
　
昊
聰
（
九
州
大
学
大
学
院
）

西
晋
の
陸
機
（
二
六
一
〜
三
〇
三
）「
漢
高
祖
功
臣
頌
」（『
文
選
』
巻
四
十
七
）
は
、
漢
王
朝
を
樹
立
し
た
劉
邦
と
彼
を
支
え
た
功
臣
三
十
一
人
に
つ
い
て

綴
っ
た
四
言
の
韻
文
で
あ
る
。
そ
の
創
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
姜
亮
夫
の
陸
機
の
入
洛
（
二
八
九
）
以
前
説
、
戴
燕
の
元
康
八
年
（
二
九
八
）
説
、
劉
運
好

の
永
康
元
年
（
三
〇
〇
）
説
、
俞
士
玲
の
永
寧
元
年
（
三
〇
一
）
五
月
以
後
説
、
楊
明
の
永
寧
元
年
後
半
か
ら
翌
太
安
元
年
（
三
〇
二
）
説
の
五
説
が
あ
り
、

い
ま
だ
定
説
を
見
な
い
。
五
説
は
「
功
臣
頌
」
と
「
弁
亡
論
」
の
関
連
性
か
ら
考
え
る
姜
亮
夫
・
戴
燕
の
二
説
と
、
弟
陸
雲
の
書
簡
を
根
拠
と
す
る
俞
士
玲

ら
の
三
説
と
に
大
別
で
き
る
。
本
発
表
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
「
功
臣
頌
」
の
内
容
や
表
現
形
式
に
注
目
し
、
こ
の
作
品
が
い
つ
ど
こ
で

創
作
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
新
た
な
考
え
を
提
出
し
た
い
。

こ
の
「
功
臣
頌
」
を
読
ん
で
ま
ず
気
付
く
こ
と
は
、
班
固
『
漢
書
』
叙
伝
と
の
類
似
で
あ
る
。
ま
た
功
臣
の
序
列
に
つ
い
て
も
『
漢
書
』
の
列
伝
の
順
序

を
ほ
ぼ
踏
襲
す
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。『
漢
書
』
は
三
国
時
代
以
来
、
歴
代
の
皇
太
子
が
講
授
さ
れ
て
き
た
伝
統
が
あ
る
。
二
九
〇
年
代
の
西
晋
恵
帝
朝

に
お
い
て
、
こ
の
「
功
臣
頌
」
は
皇
太
子
司
馬
遹
（
二
七
八
〜
三
〇
〇
）
の
た
め
、
当
時
太
子
洗
馬
と
し
て
身
近
に
仕
え
て
い
た
陸
機
が
創
作
し
た
可
能
性

が
高
い
。

司
馬
遹
は
後
に
政
変
に
よ
っ
て
皇
太
子
の
位
を
廃
さ
れ
、
若
く
し
て
殺
害
さ
れ
て
し
ま
う
。
陸
機
の
作
品
の
繋
年
考
証
が
困
難
で
あ
る
の
は
、「
八
王
の

乱
」
と
言
わ
れ
る
こ
の
よ
う
な
西
晋
末
期
の
政
治
混
乱
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
再
び
こ
の
「
功
臣
頌
」
を
繙
く
と
、
皇
帝

劉
邦
を
中
心
に
大
小
様
々
な
王
侯
権
臣
が
漢
王
朝
の
興
隆
と
そ
の
後
の
呂
后
の
乱
等
内
紛
を
鎮
め
る
た
め
に
尽
力
す
る
姿
が
詠
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
創
業
者
武
帝
司
馬
炎
（
二
三
六
〜
二
九
〇
）
亡
き
後
の
現
実
社
会
を
写
し
出
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

本
発
表
で
は
、
こ
の
「
功
臣
頌
」
の
創
作
時
期
を
確
定
す
る
た
め
に
、
皇
太
子
の
側
近
で
あ
っ
た
頃
の
陸
機
の
活
動
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
検
証
に
努

め
た
い
。
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Ⅱ－

３
　
唐
代
に
お
け
る
神
仙
イ
メ
ー
ジ
の
変
異
の
背
景
―
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
成
立
と
い
う
観
点
か
ら
―

 

耿
　
沛
涵
（
東
京
大
学
大
学
院
）

中
唐
に
お
け
る
神
仙
イ
メ
ー
ジ
の
変
異
を
め
ぐ
る
研
究
は
す
で
に
一
定
の
蓄
積
が
あ
り
、「
神
仙
凡
人
化
」
や
「
仙
境
現
実
化
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
よ
う
な
変
異
の
原
因
に
つ
い
て
は
ま
だ
充
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

初
唐
に
お
い
て
神
仙
に
関
す
る
語
彙
や
典
故
が
最
も
多
く
使
わ
れ
た
の
は
応
制
詩
で
あ
る
。
た
だ
し
、
応
制
詩
に
神
仙
が
登
場
す
る
こ
と
は
太
宗
朝
に
初

め
て
出
現
し
た
の
で
は
な
い
。
南
北
朝
か
ら
す
で
に
、「
応
制
」
と
い
う
場
で
は
、「
神
鑣
」
な
ど
の
語
彙
が
た
ん
な
る
マ
ー
カ
ー
と
し
て
皇
帝
、
あ
る
い
は

皇
室
を
標
記
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
、
と
い
う
ル
ー
ル
が
定
着
し
て
い
た
。

太
宗
朝
ま
で
は
、
応
制
詩
の
場
は
多
く
宮
廷
に
あ
り
、
比
較
的
単
一
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
時
代
が
下
る
と
制
作
の
場
は
次
第
に
増
え
て
、
久
視
元
年
に

は
武
皇
が
嵩
山
を
訪
れ
て
応
制
詩
が
作
ら
れ
る
。
応
制
の
場
所
が
宮
廷
か
ら
道
教
洞
天
に
変
化
し
、
ま
た
唐
皇
室
が
老
子
の
後
裔
と
い
う
特
殊
な
身
分
を
主

張
し
た
た
め
、
実
質
的
な
意
味
を
持
た
な
い
マ
ー
カ
ー
と
し
て
使
わ
れ
た
神
仙
に
関
す
る
語
彙
が
元
来
の
「
神
仙
」
の
意
味
を
備
え
る
よ
う
に
な
り
、
皇
室

を
描
写
す
る
た
め
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
機
能
し
始
め
た
。
同
時
に
、
神
仙
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
を
使
っ
て
皇
室
を
描
写
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
も
固
定
さ
れ

て
ゆ
く
。

中
宗
朝
の
応
制
詩
は
公
主
の
園
林
を
め
ぐ
る
も
の
が
多
く
、
自
然
風
景
と
金
殿
玉
樓
を
強
引
に
結
び
つ
け
る
傾
向
に
あ
る
。「
桃
花
春
接
九
重
殿
」
と
い
う

矛
盾
し
た
仙
境
の
描
写
も
、
応
制
の
場
で
皇
室
を
描
写
す
る
に
は
「
神
仙
」
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
う
ル
ー
ル
が
背
景
に
あ
る
。

従
っ
て
、
先
人
が
指
摘
し
た
中
唐
に
お
け
る
神
仙
イ
メ
ー
ジ
の
変
異
も
、
詩
作
の
場
に
お
け
る
「
神
仙
」
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
が
機
能
す
る
対
象
や
使
わ

れ
る
体
裁
な
ど
の
拡
大
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
で
に
中
宗
の
時
代
に
応
制
の
場
で
成
立
し
た
神
仙
の
メ
タ
フ
ァ
ー
が
、
後
の
時
代
に
応
制
と
い

う
場
を
超
え
て
広
い
範
囲
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
顕
著
な
変
化
と
し
て
表
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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Ⅱ－

５
　
詩
集
十
五
巻
か
ら
『
白
氏
長
慶
集
』
の
詩
巻
へ 

盧
　
旭
（
京
都
大
学
大
学
院
）

白
居
易
は
生
涯
を
通
じ
て
自
ら
の
詩
文
集
を
整
理
、
編
集
し
続
け
た
。
そ
の
始
ま
り
は
元
和
十
年
（
八
一
五
）
に
成
立
し
た
詩
集
十
五
巻
で
あ
り
、
後
世

に
伝
わ
る
成
果
と
し
て
長
慶
四
年
（
八
二
四
）
成
立
の
『
白
氏
長
慶
集
』
五
十
巻
が
あ
る
。

『
白
氏
長
慶
集
』
は
元
稹
の
手
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
が
、
元
稹
の
編
集
は
ま
っ
た
く
の
ゼ
ロ
か
ら
着
手
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
白
居
易
が
元
和
十
年
（
八

一
五
）
以
来
整
理
し
続
け
た
詩
巻
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
の
多
く
に
は
、
編
集
者
と
し
て
の
元
稹
の
存
在
を
軽
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。
し

か
し
、
す
で
に
『
元
氏
長
慶
集
』
を
編
集
し
た
元
稹
が
そ
の
経
験
や
理
念
を
『
白
氏
長
慶
集
』
の
編
集
作
業
に
用
い
た
と
し
て
も
怪
し
む
に
足
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。

本
発
表
の
目
的
は
、『
白
氏
長
慶
集
』
の
詩
巻
二
十
巻
、
特
に
古
体
詩
の
巻
を
手
が
か
り
と
し
て
、
詩
集
十
五
巻
以
後
の
白
居
易
自
身
に
よ
る
詩
作
整
理
と

そ
の
理
念
、
お
よ
び
『
白
氏
長
慶
集
』
に
お
い
て
元
稹
が
行
っ
た
編
集
作
業
と
そ
の
方
針
を
探
り
、
両
者
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
與
元
九
書
」
に
提
起
さ
れ
た
諷
諭
・
閑
適
・
感
傷
・
雑
律
の
四
分
類
は
、
詩
集
十
五
巻
本
の
み
に
適
用
さ
れ
る
。
白
居
易
の
江
州
時
代
の
詩
は
、
主
題
が

近
似
し
て
お
り
、
分
類
上
の
境
界
が
曖
昧
に
な
っ
た
が
、
白
居
易
は
こ
の
時
期
の
詩
作
を
整
理
す
る
際
、
依
然
と
し
て
四
分
類
を
用
い
続
け
た
。
そ
の
後
、

忠
州
時
代
か
ら
杭
州
時
代
に
至
る
ま
で
の
古
体
詩
で
は
、
制
作
時
期
に
よ
っ
て
二
巻
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
四
分
類
は
事
実
上
崩
壊
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
長
慶
四
年
（
八
二
四
）、
元
稹
が
白
居
易
の
詩
文
集
を
編
集
す
る
に
当
た
り
、
四
分
類
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
。
元
稹
は
、
江
州
以
後
の
二
巻

分
の
古
体
詩
を
、
お
お
よ
そ
の
風
格
に
よ
っ
て
「
閑
適
」、「
感
傷
」
に
分
け
た
が
、
た
と
え
個
々
の
詩
の
分
類
が
不
自
然
で
あ
っ
て
も
調
整
し
て
は
い
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
後
世
の
読
者
に
『
白
氏
長
慶
集
』
の
分
類
が
混
乱
し
て
い
る
印
象
を
与
え
た
。
そ
の
他
、
元
稹
は
巻
数
や
各
巻
の
紙
幅
の
均
等
性
を
高
め
る
た

め
に
、
詩
の
配
列
を
調
整
し
た
り
、
一
部
の
詩
巻
を
二
分
割
し
た
り
、
分
割
し
た
も
の
を
併
合
し
た
り
し
て
、
詩
文
集
全
体
の
形
式
美
を
追
求
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
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Ⅱ－

４
　
陳
子
昂
詩
の
「
復
多
變
少
」
お
よ
び
「
庾
信
體
」
と
の
關
係 

金
　
鑫
（
京
都
大
学
大
学
院
）

初
唐
の
陳
子
昂
は
文
學
復
古
の
代
表
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
詩
は
中
唐
の
皎
然
に
よ
っ
て
「
復
多
く
し
て
變
少
な
し
」
と
評
さ
れ
た
。
後
世
の
論
者
た
ち

も
ま
た
、
專
ら
漢
魏
の
古
詩
に
倣
い
、
齊
梁
以
來
の
「
四
聲
八
病
」
の
規
則
を
排
す
る
點
に
注
目
し
、
盛
・
中
唐
の
古
詩
を
導
く
ス
タ
イ
ル
と
見
な
し
た
。

し
か
し
、
陳
子
昂
詩
の
聲
律
を
仔
細
に
調
査
し
、
漢
魏
や
盛
唐
の
古
詩
と
比
較
す
れ
ば
、
如
上
の
説
に
は
必
ず
し
も
首
肯
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
彼
の
全

詩
百
二
十
七
首
の
う
ち
、
律
詩
は
五
十
三
首
を
占
め
る
。
そ
れ
以
外
の
古
詩
と
さ
れ
る
作
品
に
も
律
聯
や
對
句
が
か
な
り
混
在
し
、
し
か
も
「
八
病
」
に
お

い
て
最
も
重
要
な
「
上
尾
」
を
避
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
古
詩
と
い
う
よ
り
古
詩
と
律
詩
の
間
に
位
置
す
る
存
在
と
い
っ
て
よ
い
。
陳
子
昂
の
代
表
作
「
感

遇
」
三
十
八
首
も
こ
う
し
た
タ
イ
プ
の
詩
で
あ
る
。
そ
の
模
擬
對
象
で
あ
る
阮
籍
「
詠
懷
」、
お
よ
び
同
じ
系
譜
に
連
な
る
北
周
・
庾
信
「
擬
詠
懷
」
二
十
七

首
、
盛
唐
・
張
九
齡
「
感
遇
」
十
二
首
、
李
白
「
感
遇
」
四
首
、「
古
風
」
五
十
九
首
と
合
わ
せ
て
、
律
聯
の
比
率
と
「
上
尾
」
を
避
け
る
情
況
を
調
査
し
て

み
る
と
、「
感
遇
」
三
十
八
首
は
明
ら
か
に
阮
籍
や
盛
唐
人
の
作
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
庾
信
の
作
に
近
似
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
陳
子
昂
の
詩
に
は
古
詩
と

も
律
詩
と
も
異
な
る
特
殊
な
聲
律
形
式
を
踏
襲
し
た
例
が
散
見
さ
れ
、
實
際
に
「
庾
信
體
（
小
庾
體
）」
に
倣
っ
た
作
品
も
あ
る
。
ま
た
、
庾
信
晩
年
の
「
凌

雲
健
筆
」
と
稱
さ
れ
る
詩
法
を
大
い
に
參
考
に
し
た
痕
跡
も
窺
え
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、「
徐
庾
に
至
り
て
、
天
の
將
に
斯
文
を
喪
さ
ん
と
す
る
な
り
」（
唐
・
盧
藏
用
「
陳
伯
玉
文
集
序
」
の
語
）
と
い
う
先
入
觀
に
囚
わ
れ

て
、
陳
子
昂
の
詩
風
と
「
庾
信
體
」
の
關
係
を
考
察
す
る
の
は
妥
當
で
は
な
い
。
陳
子
昂
は
漢
魏
古
詩
の
精
神
を
受
け
繼
ぐ
と
同
時
に
、「
四
聲
八
病
」
の
聲

律
論
や
「
庾
信
體
」
の
形
式
を
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
た
。
そ
の
詩
に
は
確
か
に
復
古
の
面
が
あ
る
一
方
、
創
新
の
面
も
決
し
て
看
過
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
あ
る
。
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Ⅱ－

５
　
詩
集
十
五
巻
か
ら
『
白
氏
長
慶
集
』
の
詩
巻
へ 

盧
　
旭
（
京
都
大
学
大
学
院
）

白
居
易
は
生
涯
を
通
じ
て
自
ら
の
詩
文
集
を
整
理
、
編
集
し
続
け
た
。
そ
の
始
ま
り
は
元
和
十
年
（
八
一
五
）
に
成
立
し
た
詩
集
十
五
巻
で
あ
り
、
後
世

に
伝
わ
る
成
果
と
し
て
長
慶
四
年
（
八
二
四
）
成
立
の
『
白
氏
長
慶
集
』
五
十
巻
が
あ
る
。

『
白
氏
長
慶
集
』
は
元
稹
の
手
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
が
、
元
稹
の
編
集
は
ま
っ
た
く
の
ゼ
ロ
か
ら
着
手
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
白
居
易
が
元
和
十
年
（
八

一
五
）
以
来
整
理
し
続
け
た
詩
巻
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
の
多
く
に
は
、
編
集
者
と
し
て
の
元
稹
の
存
在
を
軽
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。
し

か
し
、
す
で
に
『
元
氏
長
慶
集
』
を
編
集
し
た
元
稹
が
そ
の
経
験
や
理
念
を
『
白
氏
長
慶
集
』
の
編
集
作
業
に
用
い
た
と
し
て
も
怪
し
む
に
足
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。

本
発
表
の
目
的
は
、『
白
氏
長
慶
集
』
の
詩
巻
二
十
巻
、
特
に
古
体
詩
の
巻
を
手
が
か
り
と
し
て
、
詩
集
十
五
巻
以
後
の
白
居
易
自
身
に
よ
る
詩
作
整
理
と

そ
の
理
念
、
お
よ
び
『
白
氏
長
慶
集
』
に
お
い
て
元
稹
が
行
っ
た
編
集
作
業
と
そ
の
方
針
を
探
り
、
両
者
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
與
元
九
書
」
に
提
起
さ
れ
た
諷
諭
・
閑
適
・
感
傷
・
雑
律
の
四
分
類
は
、
詩
集
十
五
巻
本
の
み
に
適
用
さ
れ
る
。
白
居
易
の
江
州
時
代
の
詩
は
、
主
題
が

近
似
し
て
お
り
、
分
類
上
の
境
界
が
曖
昧
に
な
っ
た
が
、
白
居
易
は
こ
の
時
期
の
詩
作
を
整
理
す
る
際
、
依
然
と
し
て
四
分
類
を
用
い
続
け
た
。
そ
の
後
、

忠
州
時
代
か
ら
杭
州
時
代
に
至
る
ま
で
の
古
体
詩
で
は
、
制
作
時
期
に
よ
っ
て
二
巻
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
四
分
類
は
事
実
上
崩
壊
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
長
慶
四
年
（
八
二
四
）、
元
稹
が
白
居
易
の
詩
文
集
を
編
集
す
る
に
当
た
り
、
四
分
類
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
。
元
稹
は
、
江
州
以
後
の
二
巻

分
の
古
体
詩
を
、
お
お
よ
そ
の
風
格
に
よ
っ
て
「
閑
適
」、「
感
傷
」
に
分
け
た
が
、
た
と
え
個
々
の
詩
の
分
類
が
不
自
然
で
あ
っ
て
も
調
整
し
て
は
い
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
後
世
の
読
者
に
『
白
氏
長
慶
集
』
の
分
類
が
混
乱
し
て
い
る
印
象
を
与
え
た
。
そ
の
他
、
元
稹
は
巻
数
や
各
巻
の
紙
幅
の
均
等
性
を
高
め
る
た

め
に
、
詩
の
配
列
を
調
整
し
た
り
、
一
部
の
詩
巻
を
二
分
割
し
た
り
、
分
割
し
た
も
の
を
併
合
し
た
り
し
て
、
詩
文
集
全
体
の
形
式
美
を
追
求
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
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Ⅱ－

７
　「
新
劇
」
か
ら
「
歌
劇
」
へ
―
『
申
報
』
所
載
の
演
劇
広
告
か
ら
見
た
民
国
初
期
上
海
に
お
け
る
紅
楼
夢
劇
の
上
演
―

 

呉
　
雨
彤
（
京
都
大
学
大
学
院
）

民
国
期
の
紅
楼
夢
劇
は
上
海
を
重
要
な
舞
台
と
し
て
、
一
九
一
三
年
に
話
劇
の
嚆
矢
と
み
ら
れ
る
「
新
劇
」
か
ら
徐
々
に
幕
を
開
け
た
。
新
民
社
、
春
柳

劇
場
・
新
劇
同
志
会
を
は
じ
め
と
す
る
新
劇
団
体
が
数
多
く
の
紅
楼
夢
劇
を
創
作
し
て
上
演
し
、
一
時
的
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
が
、
一
九
一
五
年
に
入
っ

て
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
合
併
や
解
散
の
結
末
を
迎
え
、
上
海
で
の
紅
楼
夢
劇
の
上
演
も
新
段
階
に
移
行
し
た
。

こ
の
時
期
、
紅
楼
夢
劇
の
変
革
を
実
行
し
た
主
導
者
が
欧
陽
予
倩
で
あ
る
。
春
柳
劇
場
・
新
劇
同
志
会
で
新
劇
に
努
め
て
紅
楼
夢
劇
を
大
量
創
作
し
て
演

じ
た
欧
陽
予
倩
は
一
九
一
五
年
四
月
に
第
一
台
で
京
劇
役
者
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
、
約
一
か
月
後
ま
た
春
柳
劇
場
に
戻
り
、「
古
装
歌
劇
」
の
試
み
で
あ
る

『
黛
玉
葬
花
』
を
は
じ
め
て
演
じ
た
。
そ
れ
を
始
ま
り
と
し
て
、
一
九
一
六
年
以
降
、
す
で
に
プ
ロ
の
京
劇
役
者
と
な
っ
た
欧
陽
は
当
時
一
流
の
劇
場
と
さ
れ

た
第
一
台
と
笑
舞
台
を
遍
歴
し
、「
歌
劇
」
と
い
う
概
念
を
作
り
上
げ
て
『
寶
蟾
送
酒
』
な
ど
の
紅
楼
夢
劇
を
続
々
と
自
ら
創
作
し
て
上
演
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
欧
陽
予
倩
の
歌
劇
と
の
新
し
い
演
劇
形
態
を
創
造
す
る
試
み
が
画
期
的
に
見
え
る
一
方
、
そ
の
誕
生
の
裏
に
欧
陽
の
個
人
的
な
趣

味
や
演
劇
改
革
の
志
の
ほ
か
、
新
劇
の
隆
盛
期
か
ら
衰
退
し
て
い
く
傾
向
に
も
注
目
し
た
い
。
当
時
上
海
に
お
い
て
紅
楼
夢
劇
の
第
一
人
者
と
言
え
る
欧
陽

予
倩
が
役
者
と
し
て
「
新
劇
家
」
か
ら
京
劇
役
者
へ
転
換
し
た
こ
と
も
、
民
国
初
期
に
紅
楼
夢
劇
が
新
劇
か
ら
歌
劇
へ
と
歩
む
道
の
り
に
大
き
く
左
右
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
欧
陽
の
紅
楼
夢
歌
劇
が
人
気
を
博
し
た
こ
と
を
背
景
に
し
て
、
当
時
の
劇
評
に
歌
劇
と
い
う
創
造
に
対
す
る
異
議
も
見
え
る
。『
申
報
』
に
掲
載
さ

れ
る
演
劇
広
告
を
中
心
と
し
て
、
同
時
代
の
記
述
や
批
評
な
ど
を
掲
載
し
て
い
た
雑
誌
な
ど
も
参
照
し
、「
歌
劇
」
と
い
う
概
念
の
誕
生
か
ら
消
え
る
ま
で
遡

り
、
欧
陽
の
紅
楼
夢
歌
劇
の
上
演
実
態
も
探
究
し
て
み
る
。
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Ⅱ－

６
　『
和
漢
朗
詠
集
』・『
新
撰
朗
詠
集
』
所
収
「
暁
賦
」
佚
句
考
―
東
ア
ジ
ア
に
流
伝
し
た
晩
唐
律
賦
―

 

陸
　
穎
瑤
（
京
都
大
学
大
学
院
）

一
条
朝
に
編
纂
さ
れ
た
『
和
漢
朗
詠
集
』、
そ
の
和
漢
佳
句
を
合
わ
せ
て
収
録
す
る
ス
タ
イ
ル
を
受
け
継
ぐ
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
は
、
い
く
つ
か
の
唐
賦
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
川
口
久
雄
・
大
曽
根
章
介
両
博
士
を
は
じ
め
、
両
朗
詠
集
所
収
唐
賦
佳
句
に
関
す
る
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
推
論
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
だ
に
解
決
さ
れ
な
い
問
題
点
も
多
く
あ
る
。
出
処
を
「
暁
賦
」
と
記
さ
れ
る
佳
句
を
例
に
す
れ
ば
、
賈
嵩
作
の
一
句
を
除
い
て
、
残
り
の
六

句
の
作
者
が
謝
観
な
の
か
張
読
な
の
か
定
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、「
暁
賦
」
本
文
の
実
態
、
す
な
わ
ち
『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
の
も
の
と
『
新
撰
朗
詠
集
』
所

収
の
も
の
と
が
は
た
し
て
同
じ
作
品
の
句
か
否
か
も
は
っ
き
り
せ
ず
、
両
朗
詠
集
研
究
に
お
い
て
懸
案
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
朝
鮮
の
漢
文
文
献
を
探
る
と
、
崔
国
述
が
新
羅
の
文
人
・
崔
致
遠
の
詩
文
を
輯
佚
し
、
一
九
二
六
年
に
刊
行
し
た
『
孤
雲
先
生
文
集
』
の
巻
一
に

収
め
ら
れ
る
「
詠
暁
賦
」
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。「
暁
賦
」
よ
り
採
録
し
た
と
注
記
さ
れ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
四
つ
の
佳
句
、『
新
撰
朗
詠
集
』
の
二
つ

の
佳
句
は
、
こ
の
「
詠
暁
賦
」
の
句
と
は
文
字
の
異
同
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
極
め
て
近
似
し
て
お
り
、
同
じ
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

南
宋
期
の
陳
元
龍
が
周
邦
彦
の
詞
集
に
注
を
施
し
た
『
詳
注
周
美
成
片
玉
集
』
に
も
「
詠
暁
賦
」
の
佚
句
が
四
ヶ
所
見
ら
れ
る
が
、
唐
末
の
文
人
・
呉
融
の

作
と
さ
れ
る
。

「
暁
賦
」
の
作
者
に
関
す
る
日
中
韓
文
献
の
諸
説
を
検
証
す
る
と
、
や
は
り
中
晩
唐
期
を
生
き
た
謝
観
と
い
う
文
人
が
作
者
で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
と

思
わ
れ
る
。
晩
唐
の
律
賦
は
東
ア
ジ
ア
に
広
く
伝
わ
り
、
渤
海
国
・
新
羅
に
も
た
ら
さ
れ
、
日
本
に
舶
来
し
た
後
は
朗
詠
の
材
料
と
な
り
、
両
朗
詠
集
に
収

録
さ
れ
る
に
至
る
。「
暁
賦
」
の
流
伝
及
び
晩
唐
律
賦
の
享
受
の
実
態
を
手
が
か
り
に
し
て
、
古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
漢
文
学
交
流
の
一
斑
を
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。
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Ⅱ－

７
　「
新
劇
」
か
ら
「
歌
劇
」
へ
―
『
申
報
』
所
載
の
演
劇
広
告
か
ら
見
た
民
国
初
期
上
海
に
お
け
る
紅
楼
夢
劇
の
上
演
―

 

呉
　
雨
彤
（
京
都
大
学
大
学
院
）

民
国
期
の
紅
楼
夢
劇
は
上
海
を
重
要
な
舞
台
と
し
て
、
一
九
一
三
年
に
話
劇
の
嚆
矢
と
み
ら
れ
る
「
新
劇
」
か
ら
徐
々
に
幕
を
開
け
た
。
新
民
社
、
春
柳

劇
場
・
新
劇
同
志
会
を
は
じ
め
と
す
る
新
劇
団
体
が
数
多
く
の
紅
楼
夢
劇
を
創
作
し
て
上
演
し
、
一
時
的
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
が
、
一
九
一
五
年
に
入
っ

て
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
合
併
や
解
散
の
結
末
を
迎
え
、
上
海
で
の
紅
楼
夢
劇
の
上
演
も
新
段
階
に
移
行
し
た
。

こ
の
時
期
、
紅
楼
夢
劇
の
変
革
を
実
行
し
た
主
導
者
が
欧
陽
予
倩
で
あ
る
。
春
柳
劇
場
・
新
劇
同
志
会
で
新
劇
に
努
め
て
紅
楼
夢
劇
を
大
量
創
作
し
て
演

じ
た
欧
陽
予
倩
は
一
九
一
五
年
四
月
に
第
一
台
で
京
劇
役
者
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
、
約
一
か
月
後
ま
た
春
柳
劇
場
に
戻
り
、「
古
装
歌
劇
」
の
試
み
で
あ
る

『
黛
玉
葬
花
』
を
は
じ
め
て
演
じ
た
。
そ
れ
を
始
ま
り
と
し
て
、
一
九
一
六
年
以
降
、
す
で
に
プ
ロ
の
京
劇
役
者
と
な
っ
た
欧
陽
は
当
時
一
流
の
劇
場
と
さ
れ

た
第
一
台
と
笑
舞
台
を
遍
歴
し
、「
歌
劇
」
と
い
う
概
念
を
作
り
上
げ
て
『
寶
蟾
送
酒
』
な
ど
の
紅
楼
夢
劇
を
続
々
と
自
ら
創
作
し
て
上
演
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
欧
陽
予
倩
の
歌
劇
と
の
新
し
い
演
劇
形
態
を
創
造
す
る
試
み
が
画
期
的
に
見
え
る
一
方
、
そ
の
誕
生
の
裏
に
欧
陽
の
個
人
的
な
趣

味
や
演
劇
改
革
の
志
の
ほ
か
、
新
劇
の
隆
盛
期
か
ら
衰
退
し
て
い
く
傾
向
に
も
注
目
し
た
い
。
当
時
上
海
に
お
い
て
紅
楼
夢
劇
の
第
一
人
者
と
言
え
る
欧
陽

予
倩
が
役
者
と
し
て
「
新
劇
家
」
か
ら
京
劇
役
者
へ
転
換
し
た
こ
と
も
、
民
国
初
期
に
紅
楼
夢
劇
が
新
劇
か
ら
歌
劇
へ
と
歩
む
道
の
り
に
大
き
く
左
右
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
欧
陽
の
紅
楼
夢
歌
劇
が
人
気
を
博
し
た
こ
と
を
背
景
に
し
て
、
当
時
の
劇
評
に
歌
劇
と
い
う
創
造
に
対
す
る
異
議
も
見
え
る
。『
申
報
』
に
掲
載
さ

れ
る
演
劇
広
告
を
中
心
と
し
て
、
同
時
代
の
記
述
や
批
評
な
ど
を
掲
載
し
て
い
た
雑
誌
な
ど
も
参
照
し
、「
歌
劇
」
と
い
う
概
念
の
誕
生
か
ら
消
え
る
ま
で
遡

り
、
欧
陽
の
紅
楼
夢
歌
劇
の
上
演
実
態
も
探
究
し
て
み
る
。
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Ⅲ
　
日
本
漢
文
部
会

Ⅲ－

１
　
清
原
家
の
経
学
に
お
け
る
義
疏
学
の
受
容
―
清
家
証
本
の
記
号
に
つ
い
て
― 

王
孫
　
涵
之
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

清
原
家
は
、
平
安
中
期
以
降
、
明
経
博
士
を
世
襲
す
る
よ
う
に
な
り
、
儒
教
の
経
典
を
修
め
て
経
書
の
講
義
を
す
る
こ
と
を
代
々
家
業
と
し
て
い
た
家
系

で
あ
る
。
他
の
博
士
家
の
よ
う
な
断
片
的
な
伝
承
で
は
な
く
、
多
く
の
点
本
や
抄
物
が
残
さ
れ
て
お
り
、
い
ま
で
も
家
説
を
再
現
で
き
る
の
は
清
原
家
だ
け

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
資
料
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
古
来
朝
廷
で
行
わ
れ
て
き
た
儒
学
教
育
の
詳
細
を
窺
い
知
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

清
原
家
の
経
学
を
知
る
に
あ
た
っ
て
は
、
経
書
の
経
注
を
こ
ま
め
に
校
定
し
て
書
写
し
、
累
代
相
伝
の
訓
法
・
秘
説
を
忠
実
に
移
写
し
た
家
の
証
本
が
言

う
ま
で
も
な
く
中
心
的
な
資
料
で
あ
る
。
今
ま
で
の
研
究
は
、
清
家
証
本
の
版
本
の
価
値
に
注
目
し
て
い
た
が
、
証
本
の
背
後
に
あ
る
清
原
家
の
学
問
体
系

に
は
、
あ
ま
り
言
及
し
て
い
な
い
。
現
存
す
る
清
家
証
本
を
見
る
と
、
義
疏
か
ら
抜
粋
し
た
書
入
れ
の
み
な
ら
ず
、
経
注
本
に
対
応
す
る
義
疏
の
巻
数
を
示

す
記
号
が
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
。
例
え
ば
、「
正
一
、
正
二
、
正
三
」
は
『
五
経
正
義
』
の
巻
数
を
示
し
、「
疏
一
、
疏
二
、
疏
三
」
は
『
礼
記
子

本
疏
義
』
や
『
孝
経
』
元
行
沖
疏
の
巻
数
を
示
す
。
他
に
も
、
義
疏
に
よ
る
経
文
の
科
段
を
示
す
記
号
も
あ
る
。
清
原
家
の
経
書
講
義
に
お
い
て
は
、
注
だ

け
で
な
く
義
疏
の
解
釈
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

本
発
表
は
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、
清
家
証
本
の
記
号
を
分
析
し
な
が
ら
、
清
原
家
の
経
学
に
お
け
る
義
疏
学
の
受
容
を
論
じ
た
い
。
具
体
的
に
は
、

第
一
に
、
現
存
す
る
清
家
証
本
を
概
観
し
、
各
経
書
の
講
義
に
使
用
さ
れ
た
義
疏
を
整
理
す
る
。
第
二
に
、『
礼
記
子
本
疏
義
』
の
分
巻
と
『
毛
詩
正
義
』
の

科
段
を
例
と
し
て
、
清
家
証
本
の
記
号
の
資
料
価
値
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
に
、
義
疏
の
解
釈
を
重
要
視
す
る
清
原
家
の
経
学
と
、
古
来
の
大
学
寮
の
学

風
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。
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Ⅱ－

８
　
張
天
翼
「
蜜
蜂
」
に
お
け
る
民
衆
運
動
と
科
学
的
言
説
の
問
題 

福
長
　
悠
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

張
天
翼
は
一
九
二
〇
年
代
に
文
壇
に
登
場
し
、
左
翼
文
学
や
諷
刺
文
学
、
童
話
の
領
域
で
活
躍
し
た
作
家
で
あ
る
。
習
作
期
に
は
鴛
鴦
胡
蝶
派
や
象
徴
主

義
に
も
接
近
し
、
そ
の
文
学
的
営
為
に
つ
い
て
は
多
大
な
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

本
発
表
で
は
、
張
天
翼
が
一
九
三
二
年
に
発
表
し
た
短
編
小
説
「
蜜
蜂
」
を
取
り
上
げ
る
。
本
作
品
は
農
村
の
少
年
が
姉
に
宛
て
た
手
紙
の
形
で
、
農
民

と
養
蜂
業
者
の
対
立
を
描
く
。
主
人
公
た
ち
農
民
は
、
養
蜂
場
の
蜂
が
稲
に
害
を
与
え
て
い
る
と
主
張
し
、
県
に
請
願
に
赴
く
。
交
渉
は
決
裂
し
、
農
民
た

ち
は
養
蜂
場
を
襲
撃
し
多
数
の
逮
捕
者
を
出
す
。
テ
ク
ス
ト
に
は
少
年
の
語
り
に
よ
る
自
由
闊
達
な
口
語
表
現
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
多
数
の
誤
字
や
文
法

上
の
誤
り
が
見
ら
れ
る
。

「
蜜
蜂
」
の
題
材
を
め
ぐ
っ
て
は
、
発
表
直
後
に
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
。
曹
聚
仁
は
、
蜜
蜂
は
稲
作
に
無
害
で
あ
る
と
指
摘
し
、
張
天
翼
が
無
錫
の
養
蜂
業

者
襲
撃
事
件
に
題
材
を
得
た
と
推
測
す
る
が
、
そ
の
事
件
は
養
蜂
業
者
と
土
豪
劣
紳
の
対
立
で
あ
り
、
農
民
は
無
関
係
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
当
時
の

養
蜂
業
や
民
衆
運
動
を
め
ぐ
る
状
況
が
、
作
品
内
に
い
か
に
現
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

本
発
表
で
は
、
当
時
の
新
聞
報
道
お
よ
び
農
業
関
連
の
雑
誌
か
ら
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
農
民
と
養
蜂
業
者
の
対
立
の
実
態
を
探
る
。
特
に
一
九
三

一－

三
年
に
浙
江
省
で
起
き
た
暴
動
が
小
説
の
記
述
と
多
く
の
点
で
重
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
当
時
の
農
民
は
蜜
蜂
の
群
れ
と
い
う
未
知
の
存
在
に
対
し

て
往
々
に
し
て
反
感
や
恐
怖
を
抱
い
た
が
、
養
蜂
に
関
す
る
知
識
は
い
ま
だ
浸
透
せ
ず
行
政
の
対
応
も
場
当
た
り
的
で
あ
っ
た
。
反
対
運
動
の
広
が
り
は
科

学
的
知
識
と
安
全
性
を
め
ぐ
る
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
を
示
唆
し
、「
蜜
蜂
」
の
テ
ク
ス
ト
は
科
学
を
め
ぐ
る
民
衆
と
権
力
の
言
説
の
ね
じ

れ
か
ら
読
み
解
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。「
蜜
蜂
」
の
主
人
公
た
ち
は
規
範
的
な
言
語
か
ら
の
逸
脱
も
含
め
た
言
語
遊
戯
に
よ
っ
て
権
力
を
諷
刺
し
批
判
す
る

が
、
体
制
へ
の
異
議
は
最
終
的
に
実
を
結
ぶ
こ
と
が
な
い
。
テ
ク
ス
ト
か
ら
は
民
衆
と
権
力
の
間
の
言
語
的
、
言
説
的
な
断
絶
が
読
み
と
れ
る
。
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Ⅲ
　
日
本
漢
文
部
会

Ⅲ－
１
　
清
原
家
の
経
学
に
お
け
る
義
疏
学
の
受
容
―
清
家
証
本
の
記
号
に
つ
い
て
― 

王
孫
　
涵
之
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

清
原
家
は
、
平
安
中
期
以
降
、
明
経
博
士
を
世
襲
す
る
よ
う
に
な
り
、
儒
教
の
経
典
を
修
め
て
経
書
の
講
義
を
す
る
こ
と
を
代
々
家
業
と
し
て
い
た
家
系

で
あ
る
。
他
の
博
士
家
の
よ
う
な
断
片
的
な
伝
承
で
は
な
く
、
多
く
の
点
本
や
抄
物
が
残
さ
れ
て
お
り
、
い
ま
で
も
家
説
を
再
現
で
き
る
の
は
清
原
家
だ
け

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
資
料
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
古
来
朝
廷
で
行
わ
れ
て
き
た
儒
学
教
育
の
詳
細
を
窺
い
知
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

清
原
家
の
経
学
を
知
る
に
あ
た
っ
て
は
、
経
書
の
経
注
を
こ
ま
め
に
校
定
し
て
書
写
し
、
累
代
相
伝
の
訓
法
・
秘
説
を
忠
実
に
移
写
し
た
家
の
証
本
が
言

う
ま
で
も
な
く
中
心
的
な
資
料
で
あ
る
。
今
ま
で
の
研
究
は
、
清
家
証
本
の
版
本
の
価
値
に
注
目
し
て
い
た
が
、
証
本
の
背
後
に
あ
る
清
原
家
の
学
問
体
系

に
は
、
あ
ま
り
言
及
し
て
い
な
い
。
現
存
す
る
清
家
証
本
を
見
る
と
、
義
疏
か
ら
抜
粋
し
た
書
入
れ
の
み
な
ら
ず
、
経
注
本
に
対
応
す
る
義
疏
の
巻
数
を
示

す
記
号
が
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
。
例
え
ば
、「
正
一
、
正
二
、
正
三
」
は
『
五
経
正
義
』
の
巻
数
を
示
し
、「
疏
一
、
疏
二
、
疏
三
」
は
『
礼
記
子

本
疏
義
』
や
『
孝
経
』
元
行
沖
疏
の
巻
数
を
示
す
。
他
に
も
、
義
疏
に
よ
る
経
文
の
科
段
を
示
す
記
号
も
あ
る
。
清
原
家
の
経
書
講
義
に
お
い
て
は
、
注
だ

け
で
な
く
義
疏
の
解
釈
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

本
発
表
は
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、
清
家
証
本
の
記
号
を
分
析
し
な
が
ら
、
清
原
家
の
経
学
に
お
け
る
義
疏
学
の
受
容
を
論
じ
た
い
。
具
体
的
に
は
、

第
一
に
、
現
存
す
る
清
家
証
本
を
概
観
し
、
各
経
書
の
講
義
に
使
用
さ
れ
た
義
疏
を
整
理
す
る
。
第
二
に
、『
礼
記
子
本
疏
義
』
の
分
巻
と
『
毛
詩
正
義
』
の

科
段
を
例
と
し
て
、
清
家
証
本
の
記
号
の
資
料
価
値
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
に
、
義
疏
の
解
釈
を
重
要
視
す
る
清
原
家
の
経
学
と
、
古
来
の
大
学
寮
の
学

風
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。
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十
月
十
一
日
（
日
）

Ⅰ
　
哲
学
・
思
想
部
会

Ⅰ－

４
　
漢
代
象
数
易
の
「
占
」
の
条
件 

早
川
　
泉
（
東
京
大
学
大
学
院
）

一
般
に
、
漢
代
の
象
数
易
は
神
秘
的
で
迷
信
的
、
魏
の
王
弼
以
降
の
義
理
易
は
も
っ
ぱ
ら
人
事
の
倫
理
を
以
て
『
周
易
』
を
解
釈
す
る
と
言
わ
れ
る
。
そ

れ
は
も
ち
ろ
ん
歴
史
的
に
根
拠
の
あ
る
こ
と
だ
が
、
し
か
し
神
秘
的
か
つ
迷
信
的
と
い
う
占
い
へ
の
傾
斜
は
、
象
数
易
の
学
風
そ
の
も
の
と
必
然
的
な
関
係

を
持
つ
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

朱
熹
は
、
王
弼
以
降
も
っ
ぱ
ら
義
理
の
み
に
よ
っ
て
『
周
易
』
経
文
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
学
問
的
風
潮
を
批
判
し
、「
易
は
も
と
占
筮
の
書
」
で
あ
る
と

喝
破
し
た
。
こ
れ
も
全
く
正
当
な
論
評
で
あ
る
が
、
疑
問
が
な
い
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
王
弼
以
降
の
義
理
易
が
占
筮
を
排
し
た
の
は
、
そ
の
学
風
の
し

か
ら
し
む
る
必
然
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
発
表
で
は
「
占
う
」
と
い
う
実
践
の
中
で
実
際
に
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
な
が
ら
、
象
数
易
の
学
風
と
占
い
へ
の
傾
斜
の
間
の
関
係
性
を

問
う
。
私
見
で
は
、
あ
る
程
度
形
式
の
整
っ
た
占
い
の
多
く
は
、
占
わ
れ
る
者
に
対
し
て
道
徳
的
教
訓
を
与
え
、
そ
の
行
為
を
戒
め
る
機
能
を
そ
の
核
心
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
古
く
は
『
国
語
』『
左
伝
』
な
ど
に
お
け
る
ご
く
初
期
の
『
周
易
』
解
釈
に
も
同
様
に
み
ら
れ
る
要
素
で
あ
る
。
こ
れ
は
決
定
さ
れ
た
未

来
を
一
方
的
に
人
に
告
げ
る
各
種
の
予
言
と
の
重
要
な
差
異
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
易
解
釈
の
傾
向
か
ら
言
え
ば
、
人
間
の
道
徳
性
や
行
為
を
『
周
易
』
か
ら

直
接
に
引
き
出
す
の
は
む
し
ろ
義
理
易
の
ほ
う
で
あ
る
。
逆
に
、
象
数
易
が
主
題
的
に
扱
う
（
陰
陽
の
気
を
含
む
）
自
然
物
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
教
訓
を
引
き

出
す
ば
あ
い
、
な
ん
ら
か
別
の
規
則
に
よ
る
自
然
物
の
道
徳
化
が
明
に
暗
に
行
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
部
分
こ
そ
が
占
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の

だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
「
自
然
物
の
倫
理
化
」
と
い
う
点
に
着
目
し
、
象
数
易
の
い
か
な
る
部
分
と
他
の
い
か
な
る
要
素
の
融
合
が
一
般
的
な
「
象
数

易
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
作
っ
て
い
る
の
か
を
整
理
し
て
み
た
い
。
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Ⅲ－

２
　
景
徐
周
麟
の
「
漢
高
祖
賞
牡
丹
」
詩
に
つ
い
て
―
牡
丹
愛
好
と
政
治
批
判 

武
　
頴
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
）

室
町
時
代
後
期
の
五
山
僧
景
徐
周
麟
の
詩
作
で
は
、
牡
丹
が
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
牡
丹
の
特
徴
で
あ
る
高
貴
さ
、
国
色
天
香
の
イ
メ
ー
ジ
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
当
時
の
禅
林
に
お
け
る
牡
丹
鑑
賞
の
風
潮
も
窺
え
る
一
方
、
ま
た
、
楊
貴
妃
、
漢
の
高
祖
な
ど
歴
史
人
物
を
詠
出
す
る
詩
も
目
立
ち
、

五
山
禅
僧
ら
に
あ
る
政
治
参
与
や
批
判
と
い
う
士
人
的
態
度
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
景
徐
周
麟
の
詩
作
の
中
か
ら
、
特
に
「
漢
高
祖
賞
牡
丹
」
と
い
う
詩
に

注
目
し
た
い
。

五
山
文
学
に
お
い
て
、
牡
丹
の
イ
メ
ー
ジ
は
特
に
後
期
の
景
徐
周
麟
、
万
里
集
九
、
末
期
の
策
彦
周
良
な
ど
の
作
品
に
目
立
つ
。
こ
れ
ら
の
牡
丹
を
詠
む

風
潮
を
遡
る
と
、
ま
ず
、
中
国
の
唐
代
か
ら
の
牡
丹
の
文
学
的
形
象
の
出
現
、
さ
ら
に
北
宋
中
期
の
文
人
ら
、
特
に
欧
陽
脩
の
「
洛
陽
牡
丹
記
」
に
よ
る
牡

丹
の
鑑
賞
風
潮
で
あ
り
、
文
学
に
お
け
る
牡
丹
の
イ
メ
ー
ジ
も
多
様
化
し
た
。
そ
の
牡
丹
は
日
本
に
お
い
て
も
、
特
に
室
町
時
代
、
足
利
義
政
に
よ
る
東
山

文
化
の
発
達
に
よ
っ
て
、
当
時
の
連
歌
会
や
、
禅
林
に
お
け
る
仏
教
、
文
学
活
動
な
ど
に
お
い
て
牡
丹
を
含
む
花
卉
鑑
賞
が
盛
ん
と
な
っ
た
た
め
、
五
山
僧

の
作
品
に
も
、
牡
丹
が
頻
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

景
徐
周
麟
の
「
漢
高
祖
賞
牡
丹
」
詩
は
、「
高
祖
率
兵
遊
洛
陽
。
牡
丹
何
幸
沐
恩
光
。
禍
根
他
日
生
諸
呂
。
不
伐
花
中
異
姓
王
。」
と
い
う
七
言
絶
句
で
あ

る
。
高
祖
は
確
か
に
洛
陽
に
行
っ
て
い
る
が
、
牡
丹
を
観
賞
し
た
と
い
う
記
載
は
他
に
な
く
、
ま
ず
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
詠
ん
だ
の
か
と
い
う
謎
を
解
明

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
中
国
詩
で
も
よ
く
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
漢
高
祖
に
仮
託
し
た
、
現
状
の
政
治
批
判
で
も
あ
ろ
う
。
応
仁
の
乱
を
経

験
し
た
五
山
後
期
の
僧
で
あ
る
景
徐
周
麟
の
作
品
に
は
、
女
性
が
政
権
盛
衰
に
与
え
る
影
響
を
主
題
と
す
る
詩
作
が
多
く
、
こ
の
詩
の
「
花
中
異
姓
王
」
と

い
う
表
現
も
、
呂
后
ら
呂
氏
一
族
の
専
横
を
用
い
て
、
日
野
富
子
を
批
判
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

五
山
禅
林
に
お
い
て
詠
史
詩
は
儒
家
的
な
価
値
観
で
詠
ま
れ
て
き
た
。「
漢
高
祖
賞
牡
丹
」
詩
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
景
徐
周
麟
な
ら
で
は
の
政
治
批
判
詩

の
作
り
方
と
士
人
的
な
態
度
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
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十
月
十
一
日
（
日
）

Ⅰ
　
哲
学
・
思
想
部
会

Ⅰ－
４
　
漢
代
象
数
易
の
「
占
」
の
条
件 

早
川
　
泉
（
東
京
大
学
大
学
院
）

一
般
に
、
漢
代
の
象
数
易
は
神
秘
的
で
迷
信
的
、
魏
の
王
弼
以
降
の
義
理
易
は
も
っ
ぱ
ら
人
事
の
倫
理
を
以
て
『
周
易
』
を
解
釈
す
る
と
言
わ
れ
る
。
そ

れ
は
も
ち
ろ
ん
歴
史
的
に
根
拠
の
あ
る
こ
と
だ
が
、
し
か
し
神
秘
的
か
つ
迷
信
的
と
い
う
占
い
へ
の
傾
斜
は
、
象
数
易
の
学
風
そ
の
も
の
と
必
然
的
な
関
係

を
持
つ
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

朱
熹
は
、
王
弼
以
降
も
っ
ぱ
ら
義
理
の
み
に
よ
っ
て
『
周
易
』
経
文
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
学
問
的
風
潮
を
批
判
し
、「
易
は
も
と
占
筮
の
書
」
で
あ
る
と

喝
破
し
た
。
こ
れ
も
全
く
正
当
な
論
評
で
あ
る
が
、
疑
問
が
な
い
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
王
弼
以
降
の
義
理
易
が
占
筮
を
排
し
た
の
は
、
そ
の
学
風
の
し

か
ら
し
む
る
必
然
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
発
表
で
は
「
占
う
」
と
い
う
実
践
の
中
で
実
際
に
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
な
が
ら
、
象
数
易
の
学
風
と
占
い
へ
の
傾
斜
の
間
の
関
係
性
を

問
う
。
私
見
で
は
、
あ
る
程
度
形
式
の
整
っ
た
占
い
の
多
く
は
、
占
わ
れ
る
者
に
対
し
て
道
徳
的
教
訓
を
与
え
、
そ
の
行
為
を
戒
め
る
機
能
を
そ
の
核
心
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
古
く
は
『
国
語
』『
左
伝
』
な
ど
に
お
け
る
ご
く
初
期
の
『
周
易
』
解
釈
に
も
同
様
に
み
ら
れ
る
要
素
で
あ
る
。
こ
れ
は
決
定
さ
れ
た
未

来
を
一
方
的
に
人
に
告
げ
る
各
種
の
予
言
と
の
重
要
な
差
異
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
易
解
釈
の
傾
向
か
ら
言
え
ば
、
人
間
の
道
徳
性
や
行
為
を
『
周
易
』
か
ら

直
接
に
引
き
出
す
の
は
む
し
ろ
義
理
易
の
ほ
う
で
あ
る
。
逆
に
、
象
数
易
が
主
題
的
に
扱
う
（
陰
陽
の
気
を
含
む
）
自
然
物
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
教
訓
を
引
き

出
す
ば
あ
い
、
な
ん
ら
か
別
の
規
則
に
よ
る
自
然
物
の
道
徳
化
が
明
に
暗
に
行
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
部
分
こ
そ
が
占
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の

だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
「
自
然
物
の
倫
理
化
」
と
い
う
点
に
着
目
し
、
象
数
易
の
い
か
な
る
部
分
と
他
の
い
か
な
る
要
素
の
融
合
が
一
般
的
な
「
象
数

易
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
作
っ
て
い
る
の
か
を
整
理
し
て
み
た
い
。
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Ⅰ－

６
　
皮
錫
瑞
の
微
言
大
義
説
に
つ
い
て 

吉
田
　
勉
（
北
海
道
教
育
大
学
）

梁
啓
超
『
清
代
学
術
概
論
』（
一
九
二
〇
）
や
、
支
偉
成
『
清
代
樸
学
大
師
列
伝
』（
一
九
二
四
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
清
代
の
今
文
学
派
は
、
訓
詁
名

物
を
捨
て
、
専
ら
「
微
言
大
義
」
の
探
究
に
努
め
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
清
代
の
今
文
学
者
の
う
ち
、
清
末
・
湖
南
の
皮
錫
瑞
（
一
八
五
〇
〜
一
九
〇

八
）
の
微
言
大
義
に
対
す
る
定
義
は
、
と
り
わ
け
広
く
知
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

皮
錫
瑞
は
、
そ
の
『
春
秋
通
論
』
に
お
い
て
、『
孟
子
』
の
記
述
に
よ
り
つ
つ
、「
微
言
」
を
「
法
制
を
改
立
し
て
以
て
太
平
を
致
す
」
こ
と
、「
大
義
」
を

「
乱
賊
を
誅
討
し
て
以
て
後
世
を
戒
む
る
」
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
説
は
、
狩
野
直
喜
（『
春
秋
研
究
』、
一
九
九
四
。
原
講
義
一
九
一
一
〜
一
九
一

二
）・
小
島
祐
馬
（「
公
羊
家
の
三
科
九
旨
説
」、
一
九
二
一
）
等
に
祖
述
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
近
年
で
も
、
黄
開
国
（『
清
代
今
文
経
学
的
興
起
』、
二
〇
〇

八
）
や
曽
亦
・
郭
暁
東
（『
春
秋
公
羊
学
史
』、
二
〇
一
七
）
が
、
皮
説
に
基
づ
い
て
清
代
今
文
学
や
公
羊
学
の
発
展
史
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
従

来
、
皮
錫
瑞
の
微
言
大
義
説
は
、
今
文
学
派
を
代
表
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
皮
説
に
よ
っ
て
今
文
学
派
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
が
慣
習
化
し
た
た
め
に
、
そ
の
特
徴
や
、
他
の
今
文
学
者
の
説
と
の
相

違
は
、
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
発
表
者
は
、
皮
錫
瑞
の
日
記
（『
師
伏
堂
日
記
』）
を
は
じ
め
、『
南
学
会
講
義
』『
師
伏
堂
春
秋
講
義
』
と
い
っ
た
著

作
か
ら
、
晩
年
の
『
春
秋
通
論
』
の
説
が
形
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、
梁
啓
超
（
一
八
七
三
〜
一
九
二
九
）
と
の
交
友
や
、
葉
徳
輝
（
一
八
六
四
〜
一
九
二
七
）

と
の
論
難
が
想
定
さ
れ
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
本
発
表
で
は
、
上
記
の
資
料
を
引
用
し
な
が
ら
、
皮
錫
瑞
の
微
言
大
義
説
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
た

い
。
そ
の
上
で
、
皮
説
の
持
つ
特
殊
性
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
今
文
学
派
の
最
大
公
約
数
と
し
て
で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
彼
独
自
の
も
の
と
し
て
見
な
さ
れ
る

べ
き
こ
と
を
論
じ
た
い
。
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Ⅰ－

５
　
葛
洪
の
「
行
三
品
説
」
と
実
用
主
義 

臧
　
魯
寧
（
京
都
大
学
大
学
院
）

葛
洪
の
『
抱
朴
子
』
外
篇
の
行
品
篇
に
お
い
て
、
多
く
の
人
間
像
が
描
か
れ
、
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
分
類
が
性
三
品
説
に
通
じ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
本
稿
で
検
討
し
て
い
く
よ
う
に
、
両
者
の
間
に
は
少
な
か
ら
ぬ
相
違
点
が
存
在
す
る
。
本
稿
は
ま
ず
そ
れ
を
手
が
か
り
に
、
そ
の
相
違
点
を

明
確
に
し
、
葛
洪
の
人
間
観
念
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
さ
ら
に
、
内
篇
を
も
視
野
に
入
れ
、
葛
洪
の
政
治
思
想
と
仙
道
理
論
に
お
い
て
、
そ
の
人
間

観
念
が
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
を
論
じ
、
そ
の
思
想
史
的
系
譜
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
る
。

第
一
章
「
葛
洪
に
お
け
る
「
性
」」
で
は
、
内
外
篇
に
見
え
る
「
性
」
の
意
味
を
検
討
し
、
葛
洪
は
「
性
」
に
つ
い
て
論
理
的
思
考
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。
葛
洪
は
人
間
の
先
天
的
な
「
性
」
に
相
違
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
が
、
具
体
的
な
性
論
を
展
開
し
て
お
ら
ず
、「
性
」
の
善
悪
に
つ
い
て
も
言
及

し
て
い
な
い
。

第
二
章
「
行
品
篇
に
見
え
る
「
性
論
」」
で
は
、
行
品
篇
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
間
の
分
類
の
構
造
が
性
三
品
説
に
通
じ
る
と
こ
ろ
を
指
摘

す
る
。
た
だ
、
次
の
節
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
葛
洪
の
人
間
の
分
類
法
は
単
に
揚
雄
や
王
充
の
性
説
を
模
倣
す
る
も
の
で
は
な
い
。

第
三
章
「「
善
（
上
智
）・
悪
（
下
愚
）」
に
つ
い
て
」、
第
四
章
「「
下
人
」・「
中
才
」
に
つ
い
て
」
で
は
、
行
品
篇
の
分
類
に
お
け
る
個
々
の
概
念
を
具
体

的
に
検
討
し
、
人
間
の
価
値
判
断
に
際
し
、
葛
洪
は
独
自
の
基
準
を
持
つ
こ
と
、
そ
の
分
類
は
形
式
上
に
お
い
て
性
三
品
説
を
変
形
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

実
は
「
性
論
」
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。

第
五
章
「
葛
洪
に
お
け
る
「
行
」」
で
、
上
記
の
点
を
踏
ま
え
、
焦
点
を
「
行
」
に
当
て
、
葛
洪
は
「
行
」
や
「
事
」
を
中
心
に
人
間
の
善
悪
を
区
別
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
行
品
篇
の
内
容
は
形
式
上
の
「
性
三
品
説
」
の
変
形
で
は
な
く
、「
行
三
品
説
」
で
あ
る
。

第
六
章
「
内
外
篇
に
お
け
る
実
用
主
義
」
に
お
い
て
、
実
用
主
義
は
『
抱
朴
子
』
内
外
篇
に
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
内
篇
で
は
、
葛
洪
の

実
用
主
義
は
、
実
践
的
な
仙
道
理
論
と
し
て
現
れ
、
一
方
、
外
篇
で
は
、
い
わ
ゆ
る
賢
才
主
義
と
い
う
形
で
現
れ
て
い
る
。
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Ⅰ－

６
　
皮
錫
瑞
の
微
言
大
義
説
に
つ
い
て 

吉
田
　
勉
（
北
海
道
教
育
大
学
）

梁
啓
超
『
清
代
学
術
概
論
』（
一
九
二
〇
）
や
、
支
偉
成
『
清
代
樸
学
大
師
列
伝
』（
一
九
二
四
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
清
代
の
今
文
学
派
は
、
訓
詁
名

物
を
捨
て
、
専
ら
「
微
言
大
義
」
の
探
究
に
努
め
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
清
代
の
今
文
学
者
の
う
ち
、
清
末
・
湖
南
の
皮
錫
瑞
（
一
八
五
〇
〜
一
九
〇

八
）
の
微
言
大
義
に
対
す
る
定
義
は
、
と
り
わ
け
広
く
知
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

皮
錫
瑞
は
、
そ
の
『
春
秋
通
論
』
に
お
い
て
、『
孟
子
』
の
記
述
に
よ
り
つ
つ
、「
微
言
」
を
「
法
制
を
改
立
し
て
以
て
太
平
を
致
す
」
こ
と
、「
大
義
」
を

「
乱
賊
を
誅
討
し
て
以
て
後
世
を
戒
む
る
」
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
説
は
、
狩
野
直
喜
（『
春
秋
研
究
』、
一
九
九
四
。
原
講
義
一
九
一
一
〜
一
九
一

二
）・
小
島
祐
馬
（「
公
羊
家
の
三
科
九
旨
説
」、
一
九
二
一
）
等
に
祖
述
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
近
年
で
も
、
黄
開
国
（『
清
代
今
文
経
学
的
興
起
』、
二
〇
〇

八
）
や
曽
亦
・
郭
暁
東
（『
春
秋
公
羊
学
史
』、
二
〇
一
七
）
が
、
皮
説
に
基
づ
い
て
清
代
今
文
学
や
公
羊
学
の
発
展
史
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
従

来
、
皮
錫
瑞
の
微
言
大
義
説
は
、
今
文
学
派
を
代
表
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
皮
説
に
よ
っ
て
今
文
学
派
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
が
慣
習
化
し
た
た
め
に
、
そ
の
特
徴
や
、
他
の
今
文
学
者
の
説
と
の
相

違
は
、
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
発
表
者
は
、
皮
錫
瑞
の
日
記
（『
師
伏
堂
日
記
』）
を
は
じ
め
、『
南
学
会
講
義
』『
師
伏
堂
春
秋
講
義
』
と
い
っ
た
著

作
か
ら
、
晩
年
の
『
春
秋
通
論
』
の
説
が
形
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、
梁
啓
超
（
一
八
七
三
〜
一
九
二
九
）
と
の
交
友
や
、
葉
徳
輝
（
一
八
六
四
〜
一
九
二
七
）

と
の
論
難
が
想
定
さ
れ
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
本
発
表
で
は
、
上
記
の
資
料
を
引
用
し
な
が
ら
、
皮
錫
瑞
の
微
言
大
義
説
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
た

い
。
そ
の
上
で
、
皮
説
の
持
つ
特
殊
性
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
今
文
学
派
の
最
大
公
約
数
と
し
て
で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
彼
独
自
の
も
の
と
し
て
見
な
さ
れ
る

べ
き
こ
と
を
論
じ
た
い
。



― 25 ―

Ⅱ－

10
　
恋
歌
を
歌
う
神
女
の
誕
生
―
志
怪
に
お
け
る
「
情
」
の
成
立
に
つ
い
て 

武
　
茜
（
東
京
大
学
大
学
院
）

唐
伝
奇
に
お
け
る
女
性
像
に
関
す
る
研
究
で
は
、
よ
く
注
目
さ
れ
る
問
題
の
一
つ
は
「
仙
妓
合
流
」
現
象
で
あ
る
。
即
ち
唐
伝
奇
に
登
場
す
る
神
女
は
往
々

に
し
て
情
熱
的
且
つ
能
動
的
に
人
間
男
子
と
恋
を
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
唐
伝
奇
に
見
ら
れ
る
神
女
像
の
独
自
性
に
つ
い
て
の
論
述
で
は
、
六

朝
志
怪
に
登
場
す
る
神
女
と
の
比
較
が
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
し
て
後
者
は
よ
り
冷
淡
な
存
在
だ
と
い
う
見
解
が
一
般
的
で
あ
る
。
例
え
ば
詹
丹
氏
が
「
仙

妓
合
流
現
象
探
因
―
唐
代
伝
奇
愛
情
片
論
之
二
」（『
西
安
教
育
学
院
学
報
』、
一
九
九
七
年
第
三
期
、
一
一－
一
七
頁
）
で
は
六
朝
志
怪
に
お
い
て
倫
理
的

と
宗
教
的
な
神
女
が
主
流
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
情
的
に
淡
泊
な
存
在
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
問
題
と
な
る
の
は
六
朝
志
怪
か
ら
唐
伝
奇
へ
と
、
こ
う
し
た
神
女
像
の
変
化
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
発
生
し
た
の
か
、
そ
し
て
そ
こ
に
ど
ん
な
社

会
現
実
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
論
じ
る
た
め
に
は
、「
奇
」
を
記
す
世
界
に
お
い
て
「
神
女
」
の
本
質
と
は
何
か

を
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
神
女
た
ち
の
歌
う
韻
文
は
、
そ
の
有
効
な
手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

小
南
一
郎
氏
は
「
漢
武
帝
内
伝
の
成
立
（
上
）」（『
東
方
学
報
』、
一
九
七
五
年
第
四
八
期
、
一
八
三－

二
二
七
頁
）
で
は
成
公
智
瓊
の
降
神
説
話
を
は
じ

め
と
す
る
神
女
降
臨
譚
を
考
察
し
、
こ
れ
ら
神
女
と
人
間
男
子
の
交
渉
は
本
質
的
に
神
女
と
巫
覡
と
の
宗
教
儀
礼
の
た
め
の
擬
制
的
婚
姻
関
係
だ
と
指
摘
し
、

更
に
文
芸
化
さ
れ
た
散
文
と
は
違
い
、
神
女
が
歌
う
韻
文
に
本
来
の
威
厳
の
あ
る
面
影
が
残
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
つ
ま
り
元
来
神
婚
説
話
の
核
心
は
恋
愛

を
目
指
す
も
の
で
は
な
い
た
め
、
神
女
の
詩
歌
も
恋
歌
で
は
な
か
っ
た
が
、『
遊
仙
窟
』
を
は
じ
め
と
す
る
唐
伝
奇
に
至
る
と
、
詩
歌
に
よ
っ
て
恋
心
を
訴
え

る
神
女
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
志
怪
か
ら
伝
奇
へ
と
発
展
す
る
過
程
で
神
女
の
本
質
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
神
女
の
歌
う
韻
文
を
糸
口
に
、
神
女
像
の
変
化
原
因
を
考
察
す
る
こ
と
で
「
史
」
を
記
す
志
怪
に
お
け
る
「
情
」
の
目
覚
め
を
探

究
し
た
い
。

― 24 ―

Ⅱ
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Ⅱ－
９
　
慶
暦
後
期
に
お
け
る
梅
堯
臣
の
詩
と
詩
作
の
場 

大
井
　
さ
き
（
広
島
大
学
大
学
院
）

本
発
表
で
は
、
仁
宗
の
慶
暦
年
間
（
一
〇
四
一
〜
一
〇
四
八
）
後
半
に
お
け
る
梅
堯
臣
（
一
〇
〇
二
〜
一
〇
六
〇
）
の
交
友
関
係
に
着
目
し
て
、
そ
の
詩

を
分
析
す
る
。

慶
暦
四
〜
八
年
（
以
下
「
慶
暦
後
期
」）
の
作
に
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
梅
堯
臣
詩
の
特
徴
の
ひ
と
つ
、
日
常
生
活
の
細
部
に
目
を
向
け
る
と
い

う
点
が
顕
著
に
現
れ
始
め
る
。
表
現
面
で
も
、
唐
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
詩
の
定
型
か
ら
外
れ
て
い
こ
う
と
す
る
意
識
が
作
中
に
窺
え
る
よ
う
に
な
る
。

慶
暦
四
年
秋
か
ら
の
数
年
間
に
は
ま
た
、
梅
堯
臣
の
活
動
拠
点
が
都
及
び
そ
の
周
辺
に
移
り
、
他
の
知
識
人
た
ち
と
の
交
流
が
活
発
に
な
る
。
新
た
に
関

係
を
も
っ
た
人
物
も
多
い
。
先
行
研
究
に
す
で
に
言
及
さ
れ
る
通
り
、
こ
の
頃
作
ら
れ
た
詩
の
中
に
は
、
詩
に
対
す
る
考
え
を
述
べ
た
重
要
な
言
説
が
集
中

し
て
現
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
詩
を
贈
ら
れ
た
の
は
、
主
と
し
て
慶
暦
後
期
、
あ
る
い
は
少
し
前
か
ら
交
流
が
始
ま
り
、
盛
ん
に
往
来
し
た
人
物
た
ち
で
あ
る
。

詩
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
彼
ら
と
の
交
際
が
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

発
表
者
は
す
で
に
、
梅
堯
臣
の
聯
句
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、
慶
暦
後
期
の
作
に
は
競
作
的
態
度
が
見
受
け
ら
れ
、
自
身
の
作
の
受
け
取
ら
れ
方
に
対
す

る
配
慮
や
、
相
手
の
用
い
た
技
巧
に
応
対
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
、
作
中
の
表
現
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
聯
句
以
外
の
作
に
つ

い
て
も
同
様
に
分
析
を
加
え
る
こ
と
で
、
聯
句
を
分
析
し
て
得
ら
れ
た
結
論
を
も
う
少
し
一
般
化
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

そ
こ
で
今
回
は
、
慶
暦
後
期
に
盛
ん
に
交
流
が
あ
っ
た
人
物
た
ち
と
の
応
酬
を
分
析
し
、
こ
の
時
期
の
詩
作
の
場
が
梅
堯
臣
に
ど
の
よ
う
な
表
現
を
生
み

出
さ
せ
た
の
か
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
。
少
数
な
が
ら
交
流
相
手
に
梅
堯
臣
と
唱
和
し
た
作
が
残
る
場
合
も
あ
り
、
創
作
時
の
詩
人
の
狙
い
を
探
る
手

が
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
彼
ら
と
の
詩
作
が
梅
堯
臣
の
詩
を
ど
の
よ
う
に
変
え
得
た
の
か
、
人
と
の
関
わ
り
が
梅
堯
臣
の
文
学
を
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
変
え
得
た
の
か
、
考
え
て
み
た
い
。
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10
　
恋
歌
を
歌
う
神
女
の
誕
生
―
志
怪
に
お
け
る
「
情
」
の
成
立
に
つ
い
て 

武
　
茜
（
東
京
大
学
大
学
院
）

唐
伝
奇
に
お
け
る
女
性
像
に
関
す
る
研
究
で
は
、
よ
く
注
目
さ
れ
る
問
題
の
一
つ
は
「
仙
妓
合
流
」
現
象
で
あ
る
。
即
ち
唐
伝
奇
に
登
場
す
る
神
女
は
往
々

に
し
て
情
熱
的
且
つ
能
動
的
に
人
間
男
子
と
恋
を
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
唐
伝
奇
に
見
ら
れ
る
神
女
像
の
独
自
性
に
つ
い
て
の
論
述
で
は
、
六

朝
志
怪
に
登
場
す
る
神
女
と
の
比
較
が
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
し
て
後
者
は
よ
り
冷
淡
な
存
在
だ
と
い
う
見
解
が
一
般
的
で
あ
る
。
例
え
ば
詹
丹
氏
が
「
仙

妓
合
流
現
象
探
因
―
唐
代
伝
奇
愛
情
片
論
之
二
」（『
西
安
教
育
学
院
学
報
』、
一
九
九
七
年
第
三
期
、
一
一－

一
七
頁
）
で
は
六
朝
志
怪
に
お
い
て
倫
理
的

と
宗
教
的
な
神
女
が
主
流
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
情
的
に
淡
泊
な
存
在
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
問
題
と
な
る
の
は
六
朝
志
怪
か
ら
唐
伝
奇
へ
と
、
こ
う
し
た
神
女
像
の
変
化
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
発
生
し
た
の
か
、
そ
し
て
そ
こ
に
ど
ん
な
社

会
現
実
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
論
じ
る
た
め
に
は
、「
奇
」
を
記
す
世
界
に
お
い
て
「
神
女
」
の
本
質
と
は
何
か

を
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
神
女
た
ち
の
歌
う
韻
文
は
、
そ
の
有
効
な
手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

小
南
一
郎
氏
は
「
漢
武
帝
内
伝
の
成
立
（
上
）」（『
東
方
学
報
』、
一
九
七
五
年
第
四
八
期
、
一
八
三－

二
二
七
頁
）
で
は
成
公
智
瓊
の
降
神
説
話
を
は
じ

め
と
す
る
神
女
降
臨
譚
を
考
察
し
、
こ
れ
ら
神
女
と
人
間
男
子
の
交
渉
は
本
質
的
に
神
女
と
巫
覡
と
の
宗
教
儀
礼
の
た
め
の
擬
制
的
婚
姻
関
係
だ
と
指
摘
し
、

更
に
文
芸
化
さ
れ
た
散
文
と
は
違
い
、
神
女
が
歌
う
韻
文
に
本
来
の
威
厳
の
あ
る
面
影
が
残
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
つ
ま
り
元
来
神
婚
説
話
の
核
心
は
恋
愛

を
目
指
す
も
の
で
は
な
い
た
め
、
神
女
の
詩
歌
も
恋
歌
で
は
な
か
っ
た
が
、『
遊
仙
窟
』
を
は
じ
め
と
す
る
唐
伝
奇
に
至
る
と
、
詩
歌
に
よ
っ
て
恋
心
を
訴
え

る
神
女
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
志
怪
か
ら
伝
奇
へ
と
発
展
す
る
過
程
で
神
女
の
本
質
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
神
女
の
歌
う
韻
文
を
糸
口
に
、
神
女
像
の
変
化
原
因
を
考
察
す
る
こ
と
で
「
史
」
を
記
す
志
怪
に
お
け
る
「
情
」
の
目
覚
め
を
探

究
し
た
い
。
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12
　
評
語
か
ら
見
る
金
聖
嘆
本
『
水
滸
伝
』
の
会
話
場
面 

石
川
　
就
彦
（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
）

明
代
長
篇
白
話
小
説
『
水
滸
伝
』
の
版
本
の
う
ち
、
と
り
わ
け
明
末
清
初
の
金
聖
嘆
の
手
に
よ
る
「
金
聖
嘆
本
」
に
は
数
多
く
の
本
文
の
改
変
と
評
語
が

認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
会
話
場
面
に
も
及
ん
で
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
改
変
状
況
や
評
語
内
容
を
紐
解
く
こ
と
は
、
金
聖
嘆
の
批
評
思
想
及
び
批
評
技
法

の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
に
繋
が
る
。

金
聖
嘆
が
会
話
場
面
に
着
目
し
て
い
た
こ
と
は
、「
人
有
其
聲
口
（
人
物
に
は
そ
の
人
物
の
声
が
あ
る
）」（「
序
三
」）、「
一
樣
人
便
還
他
一
樣
説
話
（
同
じ

人
に
は
同
じ
よ
う
に
話
さ
せ
て
い
る
）」（「
読
第
五
才
子
書
法
」）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
金
聖
嘆
の
評
語
に
は
会
話
場
面
に
対
す
る
具
体
的

な
指
摘
が
溢
れ
て
い
る
。

金
聖
嘆
の
会
話
場
面
に
対
す
る
改
変
・
評
語
は
大
き
く
三
つ
の
系
統
に
分
類
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、
会
話
場
面
の
臨
場
感
の
増
幅
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。
あ
る
発
話
文
に
別
の
発
話
文
や
動
作
描
写
を
挿
入
す
る
「
夾
叙
法
」
を
用
い
て
同
時
発
生
す
る
発
話
や
動
作
の
表
現
を
目
指
し
た
り
、
人

物
像
と
の
整
合
性
を
高
め
る
改
変
を
施
し
た
り
と
い
っ
た
例
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
発
話
文
の
読
み
方
（
緩
急
の
付
け
方
）
を
読
者
に
指
示
す
る
評
語
も

存
在
し
、
作
品
読
解
に
お
け
る
評
語
の
価
値
の
高
さ
が
窺
え
る
。
二
つ
目
は
、
物
語
の
構
成
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
離
れ
た
発
話
文
の
呼
応
を
意

識
し
た
「
対
鎖
作
章
法
」
な
ど
に
よ
る
近
似
場
面
で
の
発
話
文
の
統
一
、
伏
線
の
設
置
と
そ
の
回
収
な
ど
、
読
者
に
ま
で
物
語
の
プ
ロ
ッ
ト
を
意
識
さ
せ
よ

う
と
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
三
つ
目
は
、
金
聖
嘆
の
価
値
観
が
発
話
文
の
改
変
に
表
出
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
金
聖
嘆
の
作
中
人
物
に
対
す
る
評
価

が
発
話
文
の
改
変
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
場
面
は
散
見
さ
れ
、
人
物
評
価
に
基
づ
い
て
人
物
像
の
強
調
を
目
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
発
表
は
金
聖
嘆
本
の
会
話
場
面
に
附
せ
ら
れ
た
評
語
と
改
変
状
況
を
も
と
に
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
重
点
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
金
聖

嘆
本
に
お
け
る
会
話
場
面
の
扱
わ
れ
方
や
、
作
品
上
の
効
果
、
そ
し
て
金
聖
嘆
に
よ
る
価
値
認
識
の
考
察
を
試
み
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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11
　
慶
應
義
塾
大
學
所
藏
、
明
夷
白
堂
刊
『
三
國
演
義
便
覽
』
に
つ
い
て 

金
　
文
京
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

明
・
武
林
（
杭
州
）
夷
白
堂
刊
『
新
鐫
通
俗
三
國
演
義
便
覽
』（
題
は
巻
四
首
題
に
よ
る
）
二
十
四
巻
（
存
二
十
巻
）
は
、
他
に
所
藏
の
知
ら
れ
な
い
天
下

の
孤
本
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
袖
珍
本
（
小
型
本
）
で
あ
り
、
ま
た
「
徽
郡
原
板
」（
巻
二
十
一
）
と
銘
打
つ
點
（
類
例
に
内
閣
文
庫
蔵
『
新
鐫
徽
郡
原
板
校

正
繪
像
註
釋
便
覽
與
賢
日
記
故
事
』
が
あ
る
）、
さ
ら
に
現
在
の
中
國
で
の
通
稱
で
あ
る
『
三
國
演
義
』（
元
来
『
三
國
志
』
の
「
演
義
」
な
の
で
、「
志
」
が

な
け
れ
ば
意
味
を
な
さ
な
い
）
と
い
う
書
名
が
見
え
る
點
で
、
明
代
の
『
三
國
志
演
義
』
ま
た
は
白
話
小
説
テ
キ
ス
ト
と
し
て
特
異
か
つ
貴
重
な
存
在
で
あ

る
。
テ
キ
ス
ト
内
容
は
南
京
の
周
曰
校
刊
本
の
系
統
で
あ
る
が
、
周
曰
校
刊
本
が
十
二
巻
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
書
は
嘉
靖
本
と
同
じ
二
十
四
巻
で
、
か
つ

本
来
な
ら
全
二
百
四
十
回
を
、
各
巻
十
回
均
等
に
収
め
る
べ
き
と
こ
ろ
、
各
巻
の
収
録
回
数
が
不
均
等
で
、
し
か
も
複
数
の
回
を
一
つ
に
ま
と
め
て
い
る
場

合
が
あ
り
、
實
際
に
は
最
多
で
も
二
百
十
八
回
し
か
な
く
、
こ
の
點
も
き
わ
め
て
異
例
で
あ
る
。

夷
白
堂
は
、
杭
州
の
文
人
作
家
兼
書
商
、
楊
爾
曾
の
堂
號
で
、
楊
爾
曾
に
は
『
仙
媛
紀
事
』、『
圖
繪
宗
彝
』、『
海
內
奇
觀
』、
小
説
『
韓
湘
子
全
傳
』、『
東

西
晉
演
義
』
な
ど
の
著
書
が
あ
り
、
ま
た
萬
暦
年
間
後
半
に
『
吳
越
春
秋
注
』、『
狐
媚
藂
談
』『
許
真
君
淨
明
宗
教
錄
』
な
ど
を
刊
行
、
特
に
『
海
內
奇
觀
』

な
ど
の
版
畫
に
は
徽
州
の
刻
工
を
用
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
徽
州
の
文
人
、
黄
鳳
池
編
『
唐
詩
畫
譜
』
に
も
、
夷
白
堂
、
楊
爾
曾
の
名
が
見
え
る
。

慶
應
義
塾
大
學
圖
書
館
は
最
近
、
本
書
の
修
理
改
装
を
終
え
、
Ｈ
Ｐ
上
で
公
開
の
予
定
で
あ
り
、
中
國
の
國
家
圖
書
館
出
版
社
も
影
印
本
を
出
版
す
る
計

劃
で
あ
る
。
本
大
會
の
場
を
借
り
て
、
本
書
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。
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12
　
評
語
か
ら
見
る
金
聖
嘆
本
『
水
滸
伝
』
の
会
話
場
面 

石
川
　
就
彦
（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
）

明
代
長
篇
白
話
小
説
『
水
滸
伝
』
の
版
本
の
う
ち
、
と
り
わ
け
明
末
清
初
の
金
聖
嘆
の
手
に
よ
る
「
金
聖
嘆
本
」
に
は
数
多
く
の
本
文
の
改
変
と
評
語
が

認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
会
話
場
面
に
も
及
ん
で
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
改
変
状
況
や
評
語
内
容
を
紐
解
く
こ
と
は
、
金
聖
嘆
の
批
評
思
想
及
び
批
評
技
法

の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
に
繋
が
る
。

金
聖
嘆
が
会
話
場
面
に
着
目
し
て
い
た
こ
と
は
、「
人
有
其
聲
口
（
人
物
に
は
そ
の
人
物
の
声
が
あ
る
）」（「
序
三
」）、「
一
樣
人
便
還
他
一
樣
説
話
（
同
じ

人
に
は
同
じ
よ
う
に
話
さ
せ
て
い
る
）」（「
読
第
五
才
子
書
法
」）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
金
聖
嘆
の
評
語
に
は
会
話
場
面
に
対
す
る
具
体
的

な
指
摘
が
溢
れ
て
い
る
。

金
聖
嘆
の
会
話
場
面
に
対
す
る
改
変
・
評
語
は
大
き
く
三
つ
の
系
統
に
分
類
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、
会
話
場
面
の
臨
場
感
の
増
幅
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。
あ
る
発
話
文
に
別
の
発
話
文
や
動
作
描
写
を
挿
入
す
る
「
夾
叙
法
」
を
用
い
て
同
時
発
生
す
る
発
話
や
動
作
の
表
現
を
目
指
し
た
り
、
人

物
像
と
の
整
合
性
を
高
め
る
改
変
を
施
し
た
り
と
い
っ
た
例
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
発
話
文
の
読
み
方
（
緩
急
の
付
け
方
）
を
読
者
に
指
示
す
る
評
語
も

存
在
し
、
作
品
読
解
に
お
け
る
評
語
の
価
値
の
高
さ
が
窺
え
る
。
二
つ
目
は
、
物
語
の
構
成
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
離
れ
た
発
話
文
の
呼
応
を
意

識
し
た
「
対
鎖
作
章
法
」
な
ど
に
よ
る
近
似
場
面
で
の
発
話
文
の
統
一
、
伏
線
の
設
置
と
そ
の
回
収
な
ど
、
読
者
に
ま
で
物
語
の
プ
ロ
ッ
ト
を
意
識
さ
せ
よ

う
と
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
三
つ
目
は
、
金
聖
嘆
の
価
値
観
が
発
話
文
の
改
変
に
表
出
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
金
聖
嘆
の
作
中
人
物
に
対
す
る
評
価

が
発
話
文
の
改
変
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
場
面
は
散
見
さ
れ
、
人
物
評
価
に
基
づ
い
て
人
物
像
の
強
調
を
目
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
発
表
は
金
聖
嘆
本
の
会
話
場
面
に
附
せ
ら
れ
た
評
語
と
改
変
状
況
を
も
と
に
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
重
点
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
金
聖

嘆
本
に
お
け
る
会
話
場
面
の
扱
わ
れ
方
や
、
作
品
上
の
効
果
、
そ
し
て
金
聖
嘆
に
よ
る
価
値
認
識
の
考
察
を
試
み
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。



― 29 ―

Ⅱ－

14
　
一
九
二
〇
年
代
中
期
郁
達
夫
に
お
け
る
文
学
論
の
構
想
と
執
筆
―
横
山
有
策
『
文
学
概
論
』
な
ど
を
手
が
か
り
に
―

 

大
久
保
　
洋
子
（
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師
）

郁
達
夫
（
一
八
九
六
〜
一
九
四
五
）
は
一
九
二
五
年
初
頭
に
武
昌
へ
赴
任
、
一
年
足
ら
ず
を
同
地
で
過
ご
し
た
。
こ
の
頃
に
書
か
れ
、
の
ち
に
単
行
本
化

さ
れ
た
文
学
論
諸
篇
は
、
前
・
後
期
創
造
社
時
代
に
挟
ま
れ
た
二
年
間
に
お
け
る
郁
の
文
学
活
動
を
知
る
う
え
で
数
少
な
い
資
料
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
一
部

に
つ
い
て
は
、
夏
目
漱
石
、
有
島
武
郎
、
木
村
毅
と
の
影
響
関
係
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
多
く
の
論
考
で
郁
の
記
述
は
参
考
文
献
を
引
き
写
し
た

売
文
目
的
の
も
の
と
さ
れ
、
テ
ク
ス
ト
の
詳
細
な
比
較
検
討
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
郁
が
諸
篇
の
巻
末
で
挙
げ
た
参
考
文
献
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
未
開
の

領
域
で
あ
る
。

近
年
は
従
来
の
評
価
を
見
直
す
動
き
が
あ
り
、
発
表
者
も
こ
れ
ま
で
、『
文
学
概
説
』（
二
七
）
に
お
け
る
有
島
の
影
響
の
深
度
と
幅
を
検
証
す
る
試
み
を

行
い
、
郁
の
有
島
受
容
に
は
確
か
な
文
学
観
に
基
づ
く
取
捨
選
択
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
本
発
表
は
こ
れ
ら
の
成
果
と
現
状
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
郁
の
文
学
論
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
村
居
日
記
」（
二
七
）
等
の
資
料
に
よ
る
と
、
同
年
頃
郁
は
ま
と
ま
っ
た
文
学
論
の
執
筆
を
計
画
し
て
お
り
、
二
五
〜
二
六
年
に
発
表
し
た
諸
篇
は
そ
の

土
台
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
郁
の
構
想
は
二
〇
年
代
半
ば
以
降
の
中
国
に
お
け
る
文
学
論
出
版
ブ
ー
ム
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
単

行
本
化
に
あ
た
る
細
か
な
字
句
の
推
敲
や
各
篇
の
発
表
時
期
の
違
い
は
、
郁
が
一
定
の
目
的
と
意
図
を
持
っ
て
文
学
論
執
筆
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

郁
の
文
学
論
は
、『
文
学
概
説
』
の
参
考
文
献
で
そ
の
名
を
挙
げ
た
日
本
の
英
文
学
者
横
山
有
策
（
一
八
八
二
〜
一
九
二
九
）
の
『
文
学
概
論
』（
二
一
）

に
多
く
を
拠
っ
て
い
る
。
横
山
の
影
響
は
『
文
学
概
説
』
を
は
じ
め
、
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
他
の
文
学
論
に
お
い
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め
、
従
来

他
の
文
献
の
影
響
と
さ
れ
て
き
た
部
分
に
つ
い
て
も
、
横
山
の
陰
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
発
表
で
は
、
郁
の
文
学
論
に
お
け
る
横
山
受
容
の
様
相
を
探
り
、
さ
ら
に
郁
が
挙
げ
た
他
の
参
考
文
献
と
の
比
較
を
通
し
て
、
郁
の
文
学
論
執
筆
の
構

想
と
そ
の
特
徴
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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13
　『
石
頭
記
』
の
語
り
　
│
│
石
頭
の
「
目
線
」
の
文
体 

小
山
　
澄
夫
（
愛
知
大
学
名
誉
教
授
）

周
知
の
よ
う
に
小
説
『
紅
楼
夢
』
の
原
作
『
石
頭
記
』
は
、
石
頭
が
自
ら
の
経
験
を
物
語
る
形
で
記
さ
れ
る
。
石
頭
自
身
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
「
親
睹

親
聞
」、
す
な
わ
ち
「
見
た
ま
ま
」「
聞
い
た
通
り
」
の
文
体
で
記
さ
れ
る
。
比
喩
と
し
て
で
は
な
く
、
実
際
作
者
は
「
語
り
手
」
の
生
き
た
目
線
を
殺
さ
な

い
よ
う
知
恵
の
限
り
を
尽
く
し
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
通
俗
小
説
で
は
情
景
描
写
に
「
見
」
な
る
動
詞
が
常
用
さ
れ
る
が
、『
石
頭
記
』
で
は
従
来
の

小
説
の
よ
う
な
人
間
不
在
の
「
見
」
が
一
切
現
わ
れ
な
い
。
か
な
ら
ず
誰
が
見
て
い
る
の
か
明
瞭
な
「
目
線
」
で
統
一
さ
れ
、
作
中
石
頭
の
「
目
線
」
を
基

本
と
し
な
が
ら
、
場
合
に
よ
り
登
場
人
物
に
乗
り
移
り
、
人
か
ら
人
へ
も
乗
り
移
る
。
し
た
が
っ
て
読
者
は
、
語
り
手
と
と
も
に
そ
の
場
に
立
ち
合
わ
さ
れ

る
絶
妙
の
臨
場
感
に
つ
つ
ま
れ
る
。「
生
き
た
目
線
」
で
あ
る
か
ら
「
神
の
視
点
」
と
は
異
な
る
。
花
が
邪
魔
に
な
っ
た
り
、
逆
光
で
見
え
に
く
か
っ
た
り
、

見
え
な
い
も
の
を
見
え
な
い
と
す
る
言
わ
ば
「
謫
仙
の
目
線
」
で
あ
る
。
作
者
は
こ
の
筆
法
に
余
程
自
信
が
あ
っ
た
ら
し
く
石
頭
に
「
通
霊
」
の
名
ま
で
授

け
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
清
代
の
紅
学
者
を
は
じ
め
今
日
に
至
る
ま
で
、
こ
の
画
期
的
な
文
体
を
真
正
面
か
ら
取
り
あ
げ
る
の
は
脂
硯
斎
た
だ
独
り
。

少
な
く
と
も
こ
の
文
体
が
全
百
二
十
回
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
て
い
る
事
実
は
、
無
視
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
重
要
事
で
あ
る
。
か
り
に
全
篇
が
作
者
な
い
し
作

者
の
身
辺
者
の
筆
に
成
る
も
の
と
す
る
な
ら
、
後
半
部
の
大
幅
な
改
作
の
な
か
で
石
頭
迷
失
と
い
う
筋
立
て
の
導
入
に
と
も
な
い
、
石
頭
の
語
り
手
と
し
て

の
立
場
再
考
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
小
説
第
一
回
の
書
き
換
え
と
と
も
に
『
石
頭
記
』
か
ら
『
紅
楼
夢
』
へ
の
書
名
変
更
が
図
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ

の
文
体
問
題
は
我
々
に
様
々
な
課
題
を
突
き
つ
け
る
。
ま
ず
は
脂
硯
斎
評
語
の
読
み
直
し
。
清
末
翻
訳
小
説
に
よ
る
「
神
の
視
点
」
伝
播
以
前
の
「
目
線
の

文
体
」
の
影
響
力
の
検
証
。
小
説
作
法
書
と
し
て
の
李
漁
『
閑
情
偶
寄
』
と
の
関
連
。
さ
ら
に
セ
リ
フ
に
描
か
れ
た
「
人
情
の
清
濁
」
と
同
時
代
の
戴
震
『
孟

子
字
義
疏
証
』
と
の
照
合
な
ど
、
残
さ
れ
る
検
討
課
題
を
指
摘
し
て
み
た
い
。
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14
　
一
九
二
〇
年
代
中
期
郁
達
夫
に
お
け
る
文
学
論
の
構
想
と
執
筆
―
横
山
有
策
『
文
学
概
論
』
な
ど
を
手
が
か
り
に
―

 

大
久
保
　
洋
子
（
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師
）

郁
達
夫
（
一
八
九
六
〜
一
九
四
五
）
は
一
九
二
五
年
初
頭
に
武
昌
へ
赴
任
、
一
年
足
ら
ず
を
同
地
で
過
ご
し
た
。
こ
の
頃
に
書
か
れ
、
の
ち
に
単
行
本
化

さ
れ
た
文
学
論
諸
篇
は
、
前
・
後
期
創
造
社
時
代
に
挟
ま
れ
た
二
年
間
に
お
け
る
郁
の
文
学
活
動
を
知
る
う
え
で
数
少
な
い
資
料
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
一
部

に
つ
い
て
は
、
夏
目
漱
石
、
有
島
武
郎
、
木
村
毅
と
の
影
響
関
係
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
多
く
の
論
考
で
郁
の
記
述
は
参
考
文
献
を
引
き
写
し
た

売
文
目
的
の
も
の
と
さ
れ
、
テ
ク
ス
ト
の
詳
細
な
比
較
検
討
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
郁
が
諸
篇
の
巻
末
で
挙
げ
た
参
考
文
献
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
未
開
の

領
域
で
あ
る
。

近
年
は
従
来
の
評
価
を
見
直
す
動
き
が
あ
り
、
発
表
者
も
こ
れ
ま
で
、『
文
学
概
説
』（
二
七
）
に
お
け
る
有
島
の
影
響
の
深
度
と
幅
を
検
証
す
る
試
み
を

行
い
、
郁
の
有
島
受
容
に
は
確
か
な
文
学
観
に
基
づ
く
取
捨
選
択
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
本
発
表
は
こ
れ
ら
の
成
果
と
現
状
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
郁
の
文
学
論
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
村
居
日
記
」（
二
七
）
等
の
資
料
に
よ
る
と
、
同
年
頃
郁
は
ま
と
ま
っ
た
文
学
論
の
執
筆
を
計
画
し
て
お
り
、
二
五
〜
二
六
年
に
発
表
し
た
諸
篇
は
そ
の

土
台
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
郁
の
構
想
は
二
〇
年
代
半
ば
以
降
の
中
国
に
お
け
る
文
学
論
出
版
ブ
ー
ム
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
単

行
本
化
に
あ
た
る
細
か
な
字
句
の
推
敲
や
各
篇
の
発
表
時
期
の
違
い
は
、
郁
が
一
定
の
目
的
と
意
図
を
持
っ
て
文
学
論
執
筆
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

郁
の
文
学
論
は
、『
文
学
概
説
』
の
参
考
文
献
で
そ
の
名
を
挙
げ
た
日
本
の
英
文
学
者
横
山
有
策
（
一
八
八
二
〜
一
九
二
九
）
の
『
文
学
概
論
』（
二
一
）

に
多
く
を
拠
っ
て
い
る
。
横
山
の
影
響
は
『
文
学
概
説
』
を
は
じ
め
、
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
他
の
文
学
論
に
お
い
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め
、
従
来

他
の
文
献
の
影
響
と
さ
れ
て
き
た
部
分
に
つ
い
て
も
、
横
山
の
陰
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
発
表
で
は
、
郁
の
文
学
論
に
お
け
る
横
山
受
容
の
様
相
を
探
り
、
さ
ら
に
郁
が
挙
げ
た
他
の
参
考
文
献
と
の
比
較
を
通
し
て
、
郁
の
文
学
論
執
筆
の
構

想
と
そ
の
特
徴
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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16
　
沈
従
文
の
書
簡
を
読
む 

福
家
　
道
信
（
元
　
近
畿
大
学
）

沈
従
文
全
集
三
十
二
巻
の
う
ち
十
八
巻
よ
り
二
十
六
巻
ま
で
九
巻
が
書
信
で
あ
っ
て
、
沈
従
文
は
生
涯
に
膨
大
な
分
量
の
手
紙
を
書
い
た
。
手
紙
は
彼
の

文
学
と
人
生
を
考
え
る
う
え
で
複
数
の
側
面
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
が
、
特
に
一
九
四
九
年
の
自
殺
未
遂
以
降
、
精
神
失
調
の
治
療
期
間
を
経
て
建
国
時
期

の
思
想
学
習
を
受
け
、
や
が
て
土
地
改
革
に
参
加
し
四
川
省
内
江
県
で
農
村
の
生
活
を
体
験
す
る
時
期
の
書
簡
は
、
病
気
か
ら
の
治
癒
、
生
命
の
肯
定
、
建

国
時
の
国
家
と
人
民
に
た
い
す
る
自
己
の
立
場
と
役
割
、
妻
と
の
対
話
、
新
世
代
と
し
て
成
長
す
る
息
子
へ
の
助
言
と
訓
戒
等
々
、
彼
の
社
会
復
帰
と
新
た

な
人
生
の
ス
タ
ン
ス
を
示
し
、
極
め
て
興
味
深
い
も
の
が
有
る
。
張
新
穎
、
王
徳
威
ら
の
研
究
が
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
す
る
よ
う
に
『
狂
人
日
記
』
的
危
機
状
態

を
克
服
し
た
沈
従
文
は
確
か
に
新
た
に
強
い
精
神
性
を
獲
得
し
て
お
り
、
五
十
年
代
の
彼
は
歴
史
へ
の
独
自
の
洞
察
に
達
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
時

期
の
書
簡
を
連
続
的
に
読
む
こ
と
で
、
沈
従
文
の
前
半
生
ま
で
の
文
学
的
営
為
が
、
よ
り
長
い
時
間
的
ス
パ
ン
と
視
野
に
お
い
て
捉
え
な
お
す
こ
と
が
可
能

に
な
る
。
重
要
な
問
題
点
は
沈
従
文
の
転
業
だ
が
、
小
説
家
と
し
て
復
帰
し
た
い
考
え
は
、
彼
の
こ
の
時
期
の
複
数
対
象
者
へ
の
書
簡
で
繰
り
返
し
語
ら
れ
、

決
し
て
そ
の
機
会
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
同
時
に
歴
史
博
物
館
で
の
日
々
大
量
の
文
物
に
触
れ
る
業
務
は
彼
の
脳
裏
を
歴
代
の
絹
織
物
刺
繍
磁
器

の
夥
し
い
形
態
と
図
柄
紋
様
で
充
満
さ
せ
て
い
た
。
二
つ
の
方
向
性
を
め
ぐ
る
揺
れ
は
六
十
年
代
ま
で
続
く
。
文
学
作
品
お
よ
び
書
簡
と
文
物
考
古
に
関
す

る
論
文
は
文
体
的
に
も
大
き
く
異
な
る
が
、
同
一
の
時
期
に
ひ
と
り
の
人
間
に
よ
り
書
か
れ
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
後
者
を
そ
の
専
門
性
難
解
さ
ゆ
え
切
り

捨
て
る
よ
り
、
二
つ
の
方
向
性
を
可
能
に
し
た
沈
従
文
の
資
質
、
想
像
力
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。
彼
の
書
簡
に
繰
り
返
し
現
れ
る
の
は
自
己
の
社
会

的
責
任
の
自
覚
と
と
も
に
、
生
命
、
自
然
風
景
、
音
、
印
象
等
の
言
葉
、
そ
し
て
記
憶
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
に
注
目
し
な
が
ら
書
簡
の
分
析
を
報
告
し

た
い
。
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15
　
梅
娘
「
小
婦
人
」
に
お
け
る
近
代
女
性
像
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ 

羽
田
　
朝
子
（
秋
田
大
学
）

梅
娘
（
一
九
一
六
〜
二
〇
一
三
年
）
は
満
洲
国
で
活
動
を
始
め
、
一
九
四
〇
年
代
に
日
本
占
領
下
の
北
京
で
文
壇
を
代
表
す
る
女
性
作
家
と
し
て
活
躍
し

た
。
一
九
四
四
年
の
大
東
亜
文
学
者
大
会
に
関
わ
っ
た
こ
と
か
ら
戦
後
長
ら
く
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
日
本
占
領
地
に
対
す
る
捉

え
直
し
が
始
ま
る
と
、
そ
の
文
学
は
日
本
の
支
配
や
男
性
中
心
社
会
へ
の
批
判
を
描
き
出
し
た
と
し
て
再
評
価
さ
れ
た
。
し
か
し
戦
争
末
期
に
日
本
主
導
の

文
化
政
策
に
関
与
し
た
梅
娘
の
矛
盾
し
た
精
神
に
つ
い
て
は
未
だ
不
明
な
点
が
多
い
。

こ
れ
を
解
明
す
る
た
め
に
、
本
発
表
で
は
梅
娘
の
長
編
小
説
「
小
婦
人
」（『
中
国
文
学
』
一
九
四
四
年
一
〜
一
一
月
）
に
着
目
す
る
。
先
行
研
究
で
は
、

こ
の
作
品
に
駆
け
落
ち
を
し
て
結
ば
れ
た
夫
婦
の
う
ち
、
夫
の
心
変
わ
り
に
よ
っ
て
妻
が
苦
し
め
ら
れ
る
姿
が
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
男
性
中
心
社
会
へ
の

批
判
を
描
い
た
も
の
と
見
な
し
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
本
発
表
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
小
婦
人
」
が
夫
婦
の
う
ち
妻
の
視
点
だ
け
で
な
く
夫
で
あ
る
男
性
の
視
点
、
そ
し
て
夫
婦
の
仲
を
裂
く
愛
人

の
視
点
か
ら
も
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
愛
人
は
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
男
性
が
質
朴
な
妻
と
モ
ダ
ン
な
愛
人
と
の
間
で
揺

れ
動
く
心
情
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
男
性
に
と
っ
て
男
女
の
愛
情
は
社
会
へ
の
奉
仕
と
密
接
に
関
連
し
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
彼
は

あ
る
べ
き
愛
情
を
求
め
て
北
京
か
ら
満
洲
国
、
そ
し
て
日
本
へ
と
越
境
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
発
表
で
は
ま
ず
梅
娘
作
品
に
お
け
る
近
代
女
性
像
の
系
譜
を
検
討
す
る
。
梅
娘
作
品
で
は
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
は
新
女
性
や
職
業
婦
人
、

良
妻
賢
母
と
と
も
に
よ
く
登
場
す
る
形
象
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
で
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
の
形
象
を
中
心
に
梅
娘
が
描

く
女
性
像
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
。

そ
の
上
で
「
小
婦
人
」
に
描
か
れ
た
対
照
的
な
二
つ
の
女
性
像
と
両
者
間
で
揺
れ
動
く
男
性
の
心
情
を
分
析
し
、
そ
こ
に
表
出
さ
れ
た
占
領
下
の
近
代
知

識
人
の
複
雑
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
考
察
す
る
。
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16
　
沈
従
文
の
書
簡
を
読
む 

福
家
　
道
信
（
元
　
近
畿
大
学
）

沈
従
文
全
集
三
十
二
巻
の
う
ち
十
八
巻
よ
り
二
十
六
巻
ま
で
九
巻
が
書
信
で
あ
っ
て
、
沈
従
文
は
生
涯
に
膨
大
な
分
量
の
手
紙
を
書
い
た
。
手
紙
は
彼
の

文
学
と
人
生
を
考
え
る
う
え
で
複
数
の
側
面
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
が
、
特
に
一
九
四
九
年
の
自
殺
未
遂
以
降
、
精
神
失
調
の
治
療
期
間
を
経
て
建
国
時
期

の
思
想
学
習
を
受
け
、
や
が
て
土
地
改
革
に
参
加
し
四
川
省
内
江
県
で
農
村
の
生
活
を
体
験
す
る
時
期
の
書
簡
は
、
病
気
か
ら
の
治
癒
、
生
命
の
肯
定
、
建

国
時
の
国
家
と
人
民
に
た
い
す
る
自
己
の
立
場
と
役
割
、
妻
と
の
対
話
、
新
世
代
と
し
て
成
長
す
る
息
子
へ
の
助
言
と
訓
戒
等
々
、
彼
の
社
会
復
帰
と
新
た

な
人
生
の
ス
タ
ン
ス
を
示
し
、
極
め
て
興
味
深
い
も
の
が
有
る
。
張
新
穎
、
王
徳
威
ら
の
研
究
が
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
す
る
よ
う
に
『
狂
人
日
記
』
的
危
機
状
態

を
克
服
し
た
沈
従
文
は
確
か
に
新
た
に
強
い
精
神
性
を
獲
得
し
て
お
り
、
五
十
年
代
の
彼
は
歴
史
へ
の
独
自
の
洞
察
に
達
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
時

期
の
書
簡
を
連
続
的
に
読
む
こ
と
で
、
沈
従
文
の
前
半
生
ま
で
の
文
学
的
営
為
が
、
よ
り
長
い
時
間
的
ス
パ
ン
と
視
野
に
お
い
て
捉
え
な
お
す
こ
と
が
可
能

に
な
る
。
重
要
な
問
題
点
は
沈
従
文
の
転
業
だ
が
、
小
説
家
と
し
て
復
帰
し
た
い
考
え
は
、
彼
の
こ
の
時
期
の
複
数
対
象
者
へ
の
書
簡
で
繰
り
返
し
語
ら
れ
、

決
し
て
そ
の
機
会
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
同
時
に
歴
史
博
物
館
で
の
日
々
大
量
の
文
物
に
触
れ
る
業
務
は
彼
の
脳
裏
を
歴
代
の
絹
織
物
刺
繍
磁
器

の
夥
し
い
形
態
と
図
柄
紋
様
で
充
満
さ
せ
て
い
た
。
二
つ
の
方
向
性
を
め
ぐ
る
揺
れ
は
六
十
年
代
ま
で
続
く
。
文
学
作
品
お
よ
び
書
簡
と
文
物
考
古
に
関
す

る
論
文
は
文
体
的
に
も
大
き
く
異
な
る
が
、
同
一
の
時
期
に
ひ
と
り
の
人
間
に
よ
り
書
か
れ
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
後
者
を
そ
の
専
門
性
難
解
さ
ゆ
え
切
り

捨
て
る
よ
り
、
二
つ
の
方
向
性
を
可
能
に
し
た
沈
従
文
の
資
質
、
想
像
力
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。
彼
の
書
簡
に
繰
り
返
し
現
れ
る
の
は
自
己
の
社
会

的
責
任
の
自
覚
と
と
も
に
、
生
命
、
自
然
風
景
、
音
、
印
象
等
の
言
葉
、
そ
し
て
記
憶
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
に
注
目
し
な
が
ら
書
簡
の
分
析
を
報
告
し

た
い
。
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Ⅲ－

４
　
泊
園
書
院
関
係
碑
文
に
み
る
藤
澤
南
岳
の
実
業
観 

横
山
　
俊
一
郎
（
関
西
大
学
非
常
勤
講
師
）

四
国
高
松
出
身
の
藤
澤
東
畡
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
泊
園
書
院
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
の
開
設
以
来
、
明
治
初
年
の
混
乱
期
を
除
い
て
、
昭
和
前
期

に
至
る
ま
で
長
き
に
わ
た
っ
て
商
都
大
阪
に
存
在
し
続
け
た
。
ま
た
こ
の
漢
学
塾
の
門
人
は
多
く
、
二
代
院
主
藤
澤
南
岳
（
一
八
四
二－

一
九
二
〇
）
が
主

宰
す
る
明
治
期
に
は
通
算
し
て
約
五
千
人
が
学
び
に
来
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
、
漢
学
塾
は
近
代
教
育
が
浸
透
す
る
に
つ
れ
て
廃
れ
て
い
く
、
と

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
泊
園
書
院
に
関
し
て
は
そ
の
常
識
が
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
近
代
の
泊
園
書
院
は
多
く
の
人
々
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
の
と
こ
ろ
発
表
者
は
、
当
時
の
泊
園
門
人
の
う
ち
豪
農
・
豪
商

層
に
注
目
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
幕
末
期
に
お
け
る
泊
園
門
人
の
多
数
派
（
儒
者
・
医
者
・
僧
侶
）
に
は
彼
ら
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、
彼
ら
は
銀
行
・
紡
績
・
鉄
道
な
ど
近
代
企
業
の
経
営
に
参
画
し
た
り
、
み
ず
か
ら
先
進
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
し
た
り
す
る
な

ど
、
実
業
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

本
発
表
で
は
、
こ
の
新
た
に
登
場
し
た
泊
園
門
人
の
多
数
派
の
概
要
を
示
し
た
う
え
で
、
当
時
の
院
主
南
岳
が
実
業
そ
の
も
の
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た

の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
さ
い
、『
泊
園
書
院
関
係
碑
文
調
査
報
告
書
』
に
掲
載
さ
れ
た
南
岳
撰
に
よ
る
実
業
家
の
顕
彰
碑
お
よ
び
墓
碑
を
活
用
し
た

い
。
同
書
に
は
金
澤
仁
兵
衛
（
平
野
紡
績
の
経
営
者
）
や
藤
本
荘
太
郎
（
堺
緞
通
の
革
新
者
）
な
ど
著
名
な
実
業
家
の
碑
文
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
記
述
の

中
に
は
南
岳
の
実
業
観
が
垣
間
見
ら
れ
る
も
の
も
存
在
す
る
。
ま
た
考
察
で
は
、
碑
文
に
表
れ
た
南
岳
の
言
説
そ
の
も
の
の
分
析
と
併
せ
て
、『
藤
澤
先
生
講

談
叢
録
』
な
ど
で
示
さ
れ
た
南
岳
の
思
想
全
体
の
中
で
そ
れ
ら
の
言
説
が
ど
う
位
置
づ
く
か
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

本
発
表
を
と
お
し
て
、
実
業
家
に
支
え
ら
れ
た
漢
学
塾
＝
近
代
の
泊
園
書
院
と
い
う
可
能
性
を
示
す
と
と
も
に
、
漢
学
塾
の
門
人
層
な
い
し
は
支
持
層
に

焦
点
を
当
て
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
近
代
漢
学
の
存
在
形
態
を
解
明
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
を
提
起
し
た
い
。
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Ⅲ
　
日
本
漢
文
部
会

Ⅲ－
３
　「
儒
者
」
は
な
ぜ
「
詞
」
を
作
る
の
か
―
昌
平
黌
の
填
詞
趣
味
に
つ
い
て 

陳
　
竺
慧
（
大
阪
大
学
）

詞
（
詩
余
）
は
、
中
国
で
は
「
詩
詞
」
と
併
称
さ
れ
る
ほ
ど
広
く
普
及
し
た
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
極
め
て
影
が
薄
い
。
し
か
し
な
が
ら

詞
は
、
江
戸
時
代
の
最
高
学
府
で
あ
っ
た
昌
平
坂
学
問
所
（
昌
平
黌
）
を
中
心
に
一
時
流
行
を
見
せ
た
こ
と
が
あ
る
。
神
田
喜
一
郎
の
日
本
填
詞
史
に
関
す

る
先
駆
的
な
労
作
『
日
本
に
お
け
る
中
国
文
学
Ⅰ
―
日
本
填
詞
史
話
　
上
―
』（
二
玄
社
、
一
九
六
五
年
）
に
「
昌
平
黌
を
中
心
と
す
る
填
詞
趣
味
」
と

い
う
一
節
が
あ
る
よ
う
に
、
昌
平
黌
の
少
な
か
ら
ぬ
儒
者
た
ち
が
填
詞
に
挑
ん
だ
。
そ
の
代
表
的
な
存
在
が
「
江
戸
時
代
に
出
た
最
大
の
填
詞
作
家
」
と
も

評
さ
れ
る
儒
者
野
村
篁
園
（
一
七
七
五－

一
八
四
三
）
で
あ
る
。

「
儒
者
」
と
は
文
字
通
り
、
儒
学
を
研
究
・
教
授
す
る
人
。
本
発
表
で
は
特
に
幕
府
に
仕
え
る
官
儒
を
指
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
最
大
の
課
題
は
天
下
国
家

の
運
営
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、「
小
技
」「
小
道
」
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
詞
の
創
作
は
本
来
は
二
義
的
な
営
み
に
過
ぎ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敢
え
て
詞
の
創
作
に
手
を
染
め
た
の
は
、
な
ぜ
か
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
う
え
で
、
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
の
は
、
彼
ら
が
「
雅

正
」
な
る
詞
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
彼
ら
が
念
頭
に
置
い
て
お
い
た
の
は
中
国
本
土
の
朱
彝
尊
を
は
じ
め
と
す
る
浙
西
詞
派
の
創
作

活
動
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
モ
デ
ル
と
仰
ぐ
こ
と
で
、
官
儒
た
る
こ
と
と
「
小
道
」
に
従
事
す
る
こ
と
と
の
間
の
矛
盾
を
解
消
し
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

「
儒
者
」
は
な
ぜ
「
詞
」
を
作
る
の
か
。
官
儒
た
る
昌
平
黌
の
文
人
た
ち
は
、
な
ぜ
填
詞
に
手
を
染
め
た
の
か
。
本
発
表
で
は
、
明
末
清
初
の
中
国
詞
壇
の

動
向
な
ど
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
昌
平
黌
の
填
詞
趣
味
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。



― 33 ―

Ⅲ－

４
　
泊
園
書
院
関
係
碑
文
に
み
る
藤
澤
南
岳
の
実
業
観 

横
山
　
俊
一
郎
（
関
西
大
学
非
常
勤
講
師
）

四
国
高
松
出
身
の
藤
澤
東
畡
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
泊
園
書
院
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
の
開
設
以
来
、
明
治
初
年
の
混
乱
期
を
除
い
て
、
昭
和
前
期

に
至
る
ま
で
長
き
に
わ
た
っ
て
商
都
大
阪
に
存
在
し
続
け
た
。
ま
た
こ
の
漢
学
塾
の
門
人
は
多
く
、
二
代
院
主
藤
澤
南
岳
（
一
八
四
二－

一
九
二
〇
）
が
主

宰
す
る
明
治
期
に
は
通
算
し
て
約
五
千
人
が
学
び
に
来
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
、
漢
学
塾
は
近
代
教
育
が
浸
透
す
る
に
つ
れ
て
廃
れ
て
い
く
、
と

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
泊
園
書
院
に
関
し
て
は
そ
の
常
識
が
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
近
代
の
泊
園
書
院
は
多
く
の
人
々
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
の
と
こ
ろ
発
表
者
は
、
当
時
の
泊
園
門
人
の
う
ち
豪
農
・
豪
商

層
に
注
目
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
幕
末
期
に
お
け
る
泊
園
門
人
の
多
数
派
（
儒
者
・
医
者
・
僧
侶
）
に
は
彼
ら
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、
彼
ら
は
銀
行
・
紡
績
・
鉄
道
な
ど
近
代
企
業
の
経
営
に
参
画
し
た
り
、
み
ず
か
ら
先
進
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
し
た
り
す
る
な

ど
、
実
業
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

本
発
表
で
は
、
こ
の
新
た
に
登
場
し
た
泊
園
門
人
の
多
数
派
の
概
要
を
示
し
た
う
え
で
、
当
時
の
院
主
南
岳
が
実
業
そ
の
も
の
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た

の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
さ
い
、『
泊
園
書
院
関
係
碑
文
調
査
報
告
書
』
に
掲
載
さ
れ
た
南
岳
撰
に
よ
る
実
業
家
の
顕
彰
碑
お
よ
び
墓
碑
を
活
用
し
た

い
。
同
書
に
は
金
澤
仁
兵
衛
（
平
野
紡
績
の
経
営
者
）
や
藤
本
荘
太
郎
（
堺
緞
通
の
革
新
者
）
な
ど
著
名
な
実
業
家
の
碑
文
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
記
述
の

中
に
は
南
岳
の
実
業
観
が
垣
間
見
ら
れ
る
も
の
も
存
在
す
る
。
ま
た
考
察
で
は
、
碑
文
に
表
れ
た
南
岳
の
言
説
そ
の
も
の
の
分
析
と
併
せ
て
、『
藤
澤
先
生
講

談
叢
録
』
な
ど
で
示
さ
れ
た
南
岳
の
思
想
全
体
の
中
で
そ
れ
ら
の
言
説
が
ど
う
位
置
づ
く
か
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

本
発
表
を
と
お
し
て
、
実
業
家
に
支
え
ら
れ
た
漢
学
塾
＝
近
代
の
泊
園
書
院
と
い
う
可
能
性
を
示
す
と
と
も
に
、
漢
学
塾
の
門
人
層
な
い
し
は
支
持
層
に

焦
点
を
当
て
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
近
代
漢
学
の
存
在
形
態
を
解
明
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
を
提
起
し
た
い
。
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オンライン開催について
（オンデマンド方式による研究発表について）

オンラインでの大会開催の概要は下記の通りです。
日本中国学会のウェブサイトにて、期間限定で会員のみがアク

セスできる研究発表ページを設置します。会員はそこで発表者の
発表資料を閲覧し、掲示板機能を使って議論を行う、という形式
を採ります。具体的な手順は次の通りです。

（一） 日本中国学会ホームページ（http://nippon-chugoku-gakkai.
org/）の「お知らせ」に「第72回大会のページ」へのリンク
を設置します。そこをクリックしてください。

（二） 「第72回大会のページ」に、10月10日分・10月11日分・総会
など、大会各ページへのリンクを設置します。そこをクリッ
クしてください。パスワードが要求されますので、入力して
ページに入り、表示される指示に従って閲覧してください。

（三） 会員は発表者の発表資料と司会者の書き込みを閲覧し、も
し質問がある場合はページ内に設置されている掲示板に書き
込みを行ってください。発表者がそれに対する回答をやはり
掲示板に書き込むことで議論を進めます。

（四） 書き込みにあたっては、必ず所属と名前を入力してくださ
い。また、文字数や書き込み回数の制限も設けています。こ
れらに違反している書き込みは、大会準備会側で削除するこ
とがあります。詳細については、ページ内に注意事項を掲示
しますので、当日はそれを参考にしてください。

（五） 大会ページの閲覧および書き込みは、10月10日・10月11日
ともにその日の午前九時から午後六時までとし、それ以外の
時間は公開しないことを予定しています。

（六） 映像・音声等の発表資料のダウンロードや、配布文書や発
表資料の無断転載・二次配布などはしないようお願いします。

（七） 書店のページは、これとは別に一定期間公開することを予
定しています。

パスワードは９月下旬に別途郵送します。「第72回大会のペー
ジ」の閲覧にあたっては、本要項と合わせて参照して下さい。な
お、パスワードは絶対に外部に漏らさないようにしてください。
特に、不特定多数の方が閲覧できる SNS などに書き込むことは
絶対に行わないでください。もしそうなった場合、掲示板でいわ
ゆる「荒し行為」が発生し、オンラインでの開催を中止せざるを
得なくなる可能性があります。





期

　日

　二
〇
二
〇
年
十
月
十
日
（
土
）・
十
一
日
（
日
）

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

日
本
中
国
学
会	

第
七
十
二
回
大
会
要
項

日
本
中
国
学
会

〒223-8521　神奈川県横浜市港北区日吉４－１－１
慶應義塾大学来往舎種村和史研究室

日本中国学会第 72 回大会準備会
E-mail　japansinology72@keiochina.jp

10月10日分

〈ログイン〉
10月10日
9：00～18：00

10月10日
9：00～18：00

10月11日
9：00～18：00

10月10日～
10月31日

〈ログイン〉 〈ログイン〉 〈ログイン〉

第72回大会のページ

総　会 10月11日分

クリック

クリック

クリック

クリッククリック

書店・出版社
のページ

〈 〉パスワード
入力 〈 〉パスワード

入力 〈 〉パスワード
入力

＊パスワードは９月下旬に会員に郵送します。
	 部外者には知られないよう御注意ください。
＊	大会に関する最新情報は、日本中国学会ホームページにて随時お知ら
せしますので御確認ください。

オンライン開催大会の参加方法
10月10日（土）・11日（日）

日本中国学会ホームページ（http://nippon-chugoku-gakkai.org/）

トップページ「お知らせ」


